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題

八七六五四三二一

は
じ
め
に

米
価
決
定
の
仕
組
み

五
一
年
度
の
米
価
問
題

五
二
年
度
の
米
価
問
題

二
年
連
続
無
答
申
の
米
価
審
議
会

一
万
七
千
二
百
三
十
二
円
米
価
で
米
作
農
民
の
暮
し
は
ど
う
な
る
か

食
糧
の
自
給
と
輸
入

お
わ
り
に

昭
和
五
二
年
度
の
米
価
劇
が
終
り
、
国
民
の
多
く
は
、
例
の
如
く
、
そ
の
真
相
に
つ
い
て
、
誤
っ
た
考
え
を
漠
然
と
し
て
保
持
し
た
ま

は
じ
め
に

ま
、
ま
た
来
年
の

H

米
価
の
季
節
。
き
で
こ
の
問
題
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

昏
迷
の
米
価
問
題

し
か
し
、
米
価
問
題
の
真
実
に
つ
い
て
は
、
次
第
に
米
生
産
者
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迷
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側
に
も
、
正
し
い
認
識
が
芽
生
え
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

現
代
日
本
の
米
価
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
ほ
ど
、
書
迷
し
た
も
の
は
な
い
。
五
二
年
度
の
米
価
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
方
で
は
生
産
者

米
価
は
高
い
、
こ
ん
ど
の
引
き
上
げ
で
ト
ン
当
り
約
二
十
九
万
円
と
な
り
、
タ
イ
米
の
六
万
円
に
く
ら
べ
実
に
五
倍
、
も
ち
ろ
ん
世
界
一

の
高
米
価
で
あ
る
、
と
し
て
、
そ
の
高
米
価
ぶ
り
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
他
方
米
価
審
議
会
の
生
産
者
側
委
員
は
、
こ
れ
ま

で
も
低
米
価
な
の
に
、
さ
ら
に
低
い
米
価
を
答
申
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
昭
和
五
一
年
度
に
引
き
続
き
、
二
年
連
続
無
答
申
・
と

い
う
事
態
を
惹
き
起
し
て
い
た
。

い
っ
た
い
日
本
の
米
は
高
い
の
か
安
い
の
か
。

ま
た
-
方
で
米
は
か
過
剰
a

だ
、
本
年
の
過
剰
米
も
も
う
少
し
で
四
百
万
ト
ン
に
な
る
、
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
他
方
で
は
年

間
二
千
万
ト
ン
も
の
外
国
穀
物
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
「
自
給
率
の
向
上
」
と
口
で
は
い
い
な
が
ら
、
実
際
は
、
せ
っ
せ
と
輸
入

に
つ
と
め
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

世
界
的
な
食
糧
危
機
説
が
流
さ
れ
て
い
る
か
と
思
え
ば
、

「
米
の
過
剰
」
が
叫
ば
れ
な
い
日
は
な
か
っ
た
。

ま
た
毎
年
の
よ
う
に
、
生
産
者
は
米
価
を
上
げ
ろ
と
い
い
、
消
費
者
は
下
げ
ろ
と
い
う
。
米
作
百
姓
は
、
過
保
護
の
も
と
で
有
利
な
米

に
集
中
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
農
業
の
斜
陽
、
零
細
農
の
切
り
捨
て
が
問
題
と
さ
れ
、
農
業
所
得
で
は
暮
せ

な
い
兼
業
・
出
稼
ぎ
農
民
が
増
大
し
、
そ
の
剖
合
は
全
農
家
の

λ
七
銘
以
上
を
占
め
、
さ
ら
に
は
低
成
長
下
で
、
そ
の
兼
業
・
出
稼
ぎ
も

安
定
し
た
も
の
で
は
な
く
な
づ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
や
米
は
国
際
価
格
の
三
・
五
倍
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
高
く
つ
く
食
糧
自
給
に
は
問
題
が
あ
る
、
と
い
う
'
立
昆
も
あ

る
か
と
思
え
ば
、
日
本
の
穀
物
自
給
率
は
わ
ず
か
四

O
Mそ
こ
そ
こ
で
、
産
業
革
命
以
来
、
自
由
貿
易
主
義
を
か
か
げ
て
き
た
あ
の
イ
ギ

リ
ス
で
す
ら
、
六

OMm以
上
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
一
四

O
Mと
か
、

一六

CMmな
の
だ
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に



備
え
て
自
給
率
の
向
上
に
努
め
る
べ
き
だ
、
た
だ
し
、
も
っ
と
農
業
の
生
産
性
向
上
を
は
か
り
、
国
際
価
格
に
太
万
打
ち
出
来
る
よ
う
農

業
の
構
造
改
善
を
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
問
題
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
そ
の
ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
も
重
要
で
な
い
も
の
は
な
く
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
問
題
は
す
べ

て
内
的
に
つ
な
が
り
の
あ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

で
は
米
価
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
ず
米
価
決

定
の
仕
組
み
を
簡
単
に
の
べ
て
お
こ
う
。

米
価
決
定
の
仕
組
み

「
生
産
者
米
価
」
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
か
、
と
い
う
と
、
ま
ず
農
林
省
が
原
案
を
作
成
す
る
。
そ
の
際
、
大
蔵
省
な
ど
と
意
見

を
調
整
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
生
産
者
米
価
の
内
容
は
第
一
に
人
件
費
ハ
可
変
資
本
)
で
あ
る
。

米
づ
く
り
は
、

日
本
で
は
家
族
ぐ
る

み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
農
民
の
自
家
労
賃
と
農
繁
期
の
と
き
の
雇
傭
労
働
力
と
の
評
価
が
問
題
と
な
る
。

つ
ま
り
、
農
民
労
働
力
の
値
段

を
都
市
の
労
働
者
の
賃
金
と
対
比
し
て
決
定
す
る
場
合
、
従
業
員
五

O
O人
以
上
の
企
業
、

一
O
O人
以
上
(
本
年
度
の
全
日
農
要
求
〉
、

五
人
以
上
〈
農
協
の
ば
あ
い
〉
の
企
業
な
ど
、
そ
の
対
比
の
相
異
に
よ
っ
て
、
農
民
労
働
力
の
評
価
が
高
く
も
な
り
低
く
も
な
る
。
五
二
年

度
で
政
府
は
、
五
人
以
上
、
千
人
の
全
産
業
平
均
賃
金
を
採
用
し
て
算
定
し
て
い
る
。

次
に
物
件
費
(
不
変
資
本
)
で
あ
る
。

肥
料
、
機
械
の
代
金
な
ど
で
、

こ
れ
ら
は
狂
乱
物
価
以
来
、
高
騰
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
他
燃

料
代
、
農
薬
代
な
ど
の
値
上
り
が
米
価
に
影
響
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
三
は
、
地
代
、
利
子
、
公
租
公
課
で
あ
り
、
こ
の
部
分
が
剰
余
価
値
の
と
る
独
自
な
形
態
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
実
際

は
、
日
本
の
生
産
者
米
価
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
部
分
は
名
目
的
に
計
上
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
事
実
上
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
、

昏
迷
の
米
価
問
題
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国

生
産
農
民
が
自
己
の
剰
余
価
値
部
分
を
同
収
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
決
し
て
あ
り
え
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
こ
と
は
、
の
ち
に
み
る
通

り
で
あ
る
。

」
う
し
て
政
府
の
原
案
が
で
き
る
と
、

「
米
価
審
議
会
」
に
諮
問
が
な
さ
れ
る
。
米
審
は
二
五
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
生
産

者
代
表
、
消
費
者
代
表
、
学
者
な
と
の
中
立
委
員
の
三
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
議
論
が
尽
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
五
一
年
度

五
二
年
度
と
二
年
連
続
、
答
申
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
無
答
申
は
今
回
で
六
回
目
で
あ
る
。

さ
て
最
後
に
政
府
と
与
党
の
自
民
党
が
折
衝
し
て
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
「
政
治
加
賀
」
を
つ
け
て
生
産
者
米
価
の
決
定
が
な
さ
れ
る
。

生
産
者
米
価
に
続
い
て
消
費
者
米
価
が
近
年
ス
ラ
イ
ド
制
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
食
管
法
違
反
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
食
管
法
は
本
来
両
米
価
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
決
定
せ
よ
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
五
一
年
度
の
食
管
会
計
赤
字
が
つ
メ
だ
け
で
約

四
千
三
百
億
円
で
あ
り
、
生
産
者
米
価
を
一

Mm
上
げ
る
と
、
約
百
五
十
億
円
の
赤
字
増
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
逆
ザ
ヤ
の
な
い
食

管
制
は

「
気
の
抜
け
た
ピ

i
ル
や
、

ア
ル
コ
ー
ル
分
の
少
い
ス
タ
ウ
ト
の
ご
と
き
も
の
で
、

そ
の
存
在
理
由
は
な
い
」

(
硲
正
夫
教
長
〉

は
ず
な
の
で
あ
る
。

消
費
者
米
価
の
値
上
げ
そ
れ
自
体
は
、
や
は
り
家
計
に
も
物
価
に
も
影
響
す
る
。
だ
か
ら
昭
和
五
一
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
一

C
M
m近
い
値
上
げ
が
十
月
ま
で
延
ば
さ
れ
た
り
な
ど
し
た
。

(
1
〉
昭
和
一
七
年
と
い
え
ば
太
平
洋
戦
争
の
最
中
で
あ
る
。
こ
の
年
二
つ
の
重
要
な
管
理
制
度
が
法
定
さ
れ
た
。
一
つ
は
通
貨
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
食
糧
で
あ
る
。
戦
争
経
済
の
通
貨
国
か
ら
の
維
持
の
た
め
「
管
理
通
貨
制
度
」
が
、
そ
し
て
食
糧
面
か
ら
「
食
滋
管
理
制
度
」
が
制
定
さ
れ
、
こ

の
二
つ
の
制
度
は
、
今
日
ま
で
三
五
年
間
、
そ
の
政
策
的
役
割
の
変
化
を
伴
い
な
が
ら
運
用
さ
れ
て
き
た
。

食
糧
管
理
法
の
要
点
は
、
コ
メ
を
閣
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
政
府
が
農
民
か
、
り
買
入
れ
る
コ
メ
の
値
段
が
「
生
産
者
米
価
」
で
あ
り
、

こ
の
「
米
価
」
は
、
農
業
経
営
を
安
定
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
政
府
が
卸
売
業
者
に
売
る
と
き
の
値
段
が



「
消
費
者
米
価
」
で
あ
り
、
こ
の
「
米
価
」
は
、
消
費
者
の
家
計
を
赤
字
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
食

管
法
の
精
神
か
ら
、
問
題
の
両
米
価
の
逆
ザ
ヤ
が
生
じ
、
食
管
特
別
会
計
の
赤
字
が
発
生
し
て
い
る
。

食
管
制
制
定
当
初
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
戦
争
の
遂
行
の
た
め
の
国
民
食
糧
の
確
保
が
そ
の
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
と
十

年
余
の
日
本
の
戦
争
経
済
体
制
下
で
、
日
本
は
年
間
の
国
民
食
糧
必
要
量
一
二

O
O万
ト
ン
の
う
ち
九

O
O万
ト
ン
を
自
給
し
、
三

0
0ト
ン
を
朝

鮮
と
台
湾
な
ど
の
外
地
か
ら
移
入
し
て
い
た
。
し
か
し
戦
局
の
激
化
に
伴
い
、
労
働
力
・
資
材
の
不
足
、
外
地
移
入
米
の
急
速
な
減
少
が
お
こ
り
、

需
給
の
不
均
衡
が
発
生
し
た
。
当
然
増
産
と
消
費
規
制
に
政
府
は
意
を
注
い
だ
が
、
そ
の
た
め
食
糧
の
全
面
的
管
理
が
必
至
と
な
り
、
そ
れ
が
初
期

食
管
制
の
使
命
で
あ
っ
た
。

敗
戦
後
も
、
食
糧
危
機
克
服
の
た
め
、
こ
の
制
度
は
大
い
に
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
。

し
か
し
、
食
管
制
に
大
き
く
転
換
を
迫
る
事
態
が
日
本
経
済
の
高
度
成
長
開
始
と
と
も
に
お
と
ず
れ
た
。
自
給
政
策
の
後
退
、
食
管
赤
字
の
累
積

回
避
、
間
接
統
制
論
の
拾
頭
、
食
管
制
の
空
洞
化
の
進
行
な
ど
が
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
米
価
と
消
費
者
が
直
接
届
頭
で
買
う
小
売
価
格
は
違
う
。
消
費
者
米
価
は
政
府
が
卸
売
業
者
に
売
却
す
る
値
段
で

あ
り
、

」
れ
に
、

卸
売
、

小
売
の
業
者
が
利
益
を
上
積
み
し
て
唐
頭
で
販
売
す
る
値
段
を
自
由
に
決
定
す
る
。

」
の
ほ
か
四
四
年
度
か

ら
、
食
管
制
の
建
前
(
全
量
国
家
質
入
れ
、
国
家
売
渡
し
制
)
を
崩
し
た
自
主
流
通
米
制
度
が
実
施
さ
れ
、
優
良
銘
柄
米
に
つ
い
て
、

政
府

は
直
接
タ
ッ
チ
せ
ず
、
農
協
が
売
買
を
代
行
し
、
さ
ら
に
四
七
年
に
は
コ
メ
を
物
価
統
制
令
か
ら
は
ず
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

コ
メ
の
卸
、

小
売
値
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
自
由
価
格
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
一
年
度
の
米
価
問
題

さ
て
五
二
年
度
の
両
米
価
決
定
を
み
る
ま
え
に
、
五
一
年
度
の
問
題
か
ら
み
て
お
こ
う
。

こ
こ
数
年
の
政
府
の
コ
メ
対
策
は
、
世
界
的
な
食
糧
危
機
説
の
あ
る
な
か
で
、
コ
メ
だ
け
ば
日
本
で
過
剰
で
あ
り
、
し
か
も
国
際
価
格

昏
迷
の
米
価
問
題

五
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ー』

ノ、

に
く
ら
べ
て
も
割
高
な
の
で
、
な
ん
と
か
し
て
食
管
赤
字
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
の
が
政
府
・
自
民
党
の
本
音
で
あ
る
。
こ
の
本
音
実
現

の
た
め
政
府
は
五
一
年
度
の
生
産
者
米
価
に
つ
い
て
「
米
価
を
抑
え
、
他
作
目
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
」
と
い
う
名
目
の
も
と
に
総
合
食

糧
政
策
を
実
施
す
る
初
年
度
と
し
て
、
生
産
者
米
価
の
上
げ
幅
を
加
工
原
料
乳
価
の
上
げ
幅
で
あ
る
七
・
六
%
以
下
に
抑
え
よ
う
と
し
、

さ
ら
に
五

0
年
度
の
両
米
価
ス
ラ
イ
ド
方
式
に
「
逆
ザ
ヤ
の
段
階
的
解
消
分
」
を
加
え
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
消
費
者
米
価
の
上
げ
幅

を
春
闘
の
ガ
イ
ド
ゾ

i
ン
ぎ
り
ぎ
り
の
一

O
Mと
す
れ
ば
、
逆
算
し
て
生
産
者
米
価
は
七
・
八
Mm
の
上
げ
幅
で
あ
り
、
そ
こ
へ
「
段
階
的

逆
ザ
ヤ
解
消
分
」
を
二
%
と
す
る
と
、

生
産
者
米
価
は
五
・
八
Mm
の
上
げ
幅
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

政
府
は
五
一
年
七
月
一

O
日
、
生
産
者
米
価
を
一
俵
ハ
六
0
キ
ロ
〉
当
り
一

t
四
等
平
均
、
包
装
代
込
み
で
一
万
六
千
五
百
七
十
二
円

と
決
定
し
た
。
そ
の
ア
ッ
プ
率
は
実
質
四
・
六
%
(
基
本
米
価
四
%
、
良
質
米
奨
励
金
0
・六

M3
で
あ
る
。

全
日
農
の
要
求
米
価
二
万
四
千
人
百
円
と
く
ら
べ
て
余
り
に
も
低
く
、
全
国
農
協
中
央
会
の
要
求
二
万
百
二
十
円
と
く
ら
べ
て
も
は
る

か
に
低
い
。

他
方
五
一
年
度
の
消
費
者
米
価
(
政
府
売
渡
価
格
)
は
、
う
る
ち
一

t
四
等
平
均
包
装
代
込
み
玄
米
六

0
キ
ロ
当
り
一
万
三
千
四
百
五
十

一
円
(
従
来
は
一
万
二
千
二
百
五
円
)
、
標
準
価
格
米
は
九
・
入
必
ア
ッ
プ
で
、
精
米
一

0
キ
ロ
当
り
二
千
七
百
四
十
円
(
同
二
千
四
百
九
十
五

円
〉
と
、
平
均
で
一

0
・
二
勿
の
引
き
上
げ
を
決
定
し
、

こ
れ
に
よ
り
、
政
府
買
入
価
格
と
の
売
買
逆
ザ
ヤ
は
二
%
縮
小
し
た
、
と
し
て

い
る
。こ

の
よ
う
な
五
一
年
度
の
米
価
決
定
事
情
は
、
食
管
制
の
健
全
な
運
営
か
ら
の
後
退
で
あ
り
、
こ
の
政
府
の
基
本
路
線
は
、
五
二
年
度

の
米
価
政
策
に
も
、
な
お
一
層
露
骨
に
貫
徹
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
誼
意
を
す
べ
き
は
、
自
主
流
通
米
と
売
買
逆
ザ
ヤ
解
消
の
相
乗
作
用
で
あ
る
。
自
主
米
は
年
々
増
加
し
、
五

O
お
や
産
米
T
は
政



府
買
入
れ
且
一
旦
の
四
八
Mm
に
ま
で
達
し
、
な
お
増
加
の
方
向
に
あ
る
。
他
方
逆
ザ
ヤ
解
消
に
よ
り
生
産
者
米
価
と
小
売
価
格
が
近
接
し
、
米

は
食
管
制
を
離
れ
た
相
場
商
品
的
性
格
を
強
め
、
政
府
は
損
せ
ず
食
管
制
の
責
任
を
放
棄
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

昭
和
五
一
年
度
の
米
審
で
は
、
全
農
会
議
所
池
田
専
務
を
は
じ
め
生
産
者
側
の
四
人
の
委
員
は
、
組
織
決
定
に
も
と
づ
き
退
場
し
た

が
、
政
府
は
四
人
欠
場
の
ま
ま
、
予
定
の
方
針
通
り
、
自
民
党
と
の
折
衝
に
よ
っ
て
最
終
決
定
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
う
し
て
総
合
食
糧
政

策
推
進
の
第
一
年
度
に
お
い
て
、
麦
価
に
続
い
て
米
価
も
低
価
格
に
押
さ
え
ら
れ
、
米
価
据
置
さ
、
生
産
調
整
、
転
作
減
反
以
来
の
農
政

不
信
は
一
段
と
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。

生
産
者
側
代
表
の
米
審
委
員
全
農
会
議
所
鍋
島
直
相
会
長
は
次
の
談
話
を
発
表
し
た
。

「
本
日
決
定
を
み
た
昭
和
五
一
年
度
生
産
者
米
価
は
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
米
価
は
勿
論
、
最
近
に
お
け
る
経
済
情
勢
か
ら
み
て
低
額
で
あ

り
、
極
め
て
不
満
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
来
る
稲
作
農
民
の
農
政
に
対
す
る
不
信
が
高
ま
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
風
土
に
最
も
適
し
た
稲
作
を
軸
と
し
た
農
家
経
営
を
確
立
し
、

政
府
は
直
ち
に
、

わ
が
国
農
民
が
安
心
し
て
農
業
に
遁
進
で

き
、
も
っ
て
国
民
食
糧
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
血
の
遇
っ
た
画
期
的
な
農
政
を
確
立
す
る
た
め
最
大
の
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ

る
こ
の
こ
と
な
く
し
て
は
、
わ
が
国
の
農
業
を
守
り
、
農
民
の
農
政
に
対
す
る
信
頼
を
回
復
す
る
道
は
な
い
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ

る。」

(
五
一
年
七
月
十
日
〉

生
産
者
側
委
員
と
し
て
当
然
の
見
解
で
あ
り
、
政
府
の
低
米
価
決
定
に
よ
り
農
民
の
農
政
不
信
が
ま
た
ま
た
累
積
し
た
の
は
事
実
で
あ

る。

昏
迷
の
米
価
問
題

七



昏
迷
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ノーに

四

五
二
年
度
の
米
価
問
題

五
二
年
産
米
価
格
の
決
定
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
生
産
農
民
に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

農
業
所
得
の
低
下
は
勿
論
で
あ
り
、
兼
業
・
出
稜
ぎ
で
農
家
所
得
を
維
持
し
て
き
た
農
民
に
対
し
、
五
一
年
の
農
家
所
得
の
伸
U
は、

物
価
上
昇
を
下
回
る
前
年
比
七
・
六
Mm
で
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

原
因
と
し
て
は
、

不
況
、

低
農
産
物
価
格
、

冷
害
な
ど
が
あ

り
、
農
家
経
済
は
農
業
所
得
、
農
外
所
得
の
両
国
か
ら
圧
迫
さ
れ
、
と
く
に
中
規
模
農
家
に
打
撃
が
強
く
、
激
し
い
分
化
状
態
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
。

し
か
も
、
政
府
の
農
政
は
ま
す
ま
す
反
農
民
的
性
格
を
強
め
て
き
た
。
世
界
的
危
機
の
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
で
、
二
百
海
里
漁
業
専
管

水
域
の
設
定
に
よ
る
漁
獲
量
の
激
減
必
至
と
い
う
事
態
の
な
か
で
、
政
府
は
、
米
閏
を
中
心
と
し
た
食
糧
の
対
外
依
存
を
こ
れ
ま
で
通
り

続
け
、

さ
ら
に
「
総
合
食
糧
政
策
」
(
第
二
年
度
目
)
の
名
目
で
、
農
政
の
反
動
化
を
一
段
と
強
め
て
き
た
。

「
複
合
経
営
の
見
直
し
」

と

か
「
地
域
農
政
」
の
推
進
と
か
、
麦
作
振
興
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
米
価
を
抑
え
、
脱
食
管
の
方
向
で
他
作
目
と
の
均
衡
を

は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
外
麦
輸
入
を
や
め
ず
米
価
を
抑
制
す
る
と
い
う
政
府
の
基
本
方
向
と
表
裏
一

体
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

畜
産
物
価
格
が
、
そ
の
絶
対
量
の
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

加
工
原
料
乳
ハ
四
・
三
%
)
、

牛
肉
ハ
五
%
〉
、

豚
肉
ハ
四
二
二
%
)
と
い
ず

れ
も
五
Mm
以
下
の
ア
ッ
プ
率
に
抑
え
ら
れ
、
そ
の
背
景
で
、
畜
産
物
輸
入
に
よ
る
「
需
給
緩
和
」
が
な
さ
れ
た
が
、
米
価
決
定
の
場
合
に

も
、
輸
入
食
糧
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

五
二
年
米
価
対
策
と
し
て
政
府
は
、

「
昨
年
の
冷
害
で
米
は
減
産
と
な
る
が
、
需
要
も
落
込
む
の
で
、
こ
と
し
の
十
月
末
の
在
庫
は
三
百
万
ト
ン
を
越
す
だ
ろ
う
」
と
し
、
だ



か
ら
「
生
産
者
米
価
の
抑
制
は
必
要
」
と
し
、
食
糧
自
給
率
の
低
下
と
「
米
過
剰
の
原
因
」
で
あ
る
外
麦
輸
入
に
は
ふ
れ
ず
、

一
方
的
に

米
価
を
抑
え
よ
う
と
し
て
き
た
。

と
く
に
政
府
の
願
い
は
、
逆
ザ
ヤ
解
消
で
あ
り
、
食
管
制
度
の
空
洞
化
で
あ
る
。
政
府
は
、
米
の
買
入
れ
制
限
の
強
化
と
、
自
主
流
通

米
・
ヤ
ミ
米
の
い
っ
そ
う
の
増
大
を
は
か
り
、
昨
年
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
着
手
し
た
「
売
買
逆
ザ
ヤ
の
段
階
的
解
消
」
を
推
進
、
食
管
制

解
体
皆
目
指
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
全
日
農
お
よ
び
農
協
側
の
米
価
に
対
す
る
た
た
か
い
の
姿
勢
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
全
日

農
に
つ
い
て
み
よ
う
。

五
二
年
米
価
闘
争
に
対
す
る
全
日
農
の
基
本
方
向
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

ω米
価
闘
争
を
農
民
春
闘
の
最
大
の
た
た
か
い
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
畜
産
物
価
格
闘
争
に
と
り
く
ん
で
き
た
中
央
・
地
方
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
米
価
闘
争
へ
集
中
し
、
米
作
農
家
だ
け
で
な
く
、
都
市
農
家
な
ど
に
広
く
参
加
を
よ
び
か
け
る
。

ω統
一
闘
争
を
ひ
ろ
げ
発
展
さ
せ
る
。
労
働
者
・
消
費
者
と
の
共
闘
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
。

州
地
域
行
動
を
強
め
全
国
い
っ
せ
い
闘
争
を
発
展
さ
せ
る
。
地
域
闘
争
を
基
本
と
し
、
自
治
体
交
渉
や
食
糧
事
務
所
交
渉
を
は
じ
め
と

す
る
多
彩
な
行
動
を
展
開
す
る
。
こ
と
し
は
と
く
に
全
国
一
斉
行
動
日
を
も
、
つ
け
る
。

川
事
前
交
渉
と
国
会
闘
争
を
強
化
す
る
。
中
央
交
渉
は
地
域
行
動
の
積
み
上
げ
を
基
礎
と
し
て
す
す
め
、
事
前
交
渉
も
重
ね
る
。
与
野

党
接
近
、
参
院
選
挙
の
情
勢
を
ふ
ま
え
、
国
会
闘
争
!
ハ
政
党
交
渉
)
に
力
を
入
れ
る
。

同
情
勢
に
見
合
う
中
央
集
結
行
動
を
展
開
す
る
。

農
林
大
臣
と
の
大
衆
国
交
を
中
心
に
米
審
開
催
期
の
中
央
集
結
闘
争
を
ひ
き
つ
づ
き
強
化
す
る
。
米
価
を
抑
制
し
て
い
る
外
国
小
麦
の

昏
迷
一
の
米
価
問
題

九



昏
迷
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。

大
量
輸
入
に
反
対
す
る
大
衆
行
動
を
(
輸
入
港
中
心
に
)
組
織
す
る
。

右
の
「
た
た
か
い
の
基
本
方
向
」
の
も
と
に
「
農
民
共
闘
」
の
行
動
計
画
と
し
て
、
農
民
団
体
共
闘
会
議
(
全
日
農
・
全
農
総
連
・
全
農

同
・
開
拓
遠
・
出
稼
連
〉
は
中
央
団
体
会
議
を
ひ
ら
き
、
米
麦
価
闘
争
へ
の
方
針
を
決
定
し
た
。

全
日
農
の
中
心
要
求
は

①
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
八

O
%に
も
と
づ
く
「
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
」
に
よ
る
要
求
米
価
の
実
現

②
二
重
米
価
の
な
し
崩
し
と
買
入
制
限
の
反
対
な
ど
食
管
制
反
破
壊
反
対

③
生
産
者
・
消
費
者
・
中
立
委
員
の
三
者
均
衡
の
と
れ
た
米
審
構
成
と
農
民
団
体
に
よ
る
米
価
決
定
の
実
現

④
外
麦
輸
入
の
大
幅
削
減
と
主
要
農
畜
産
物
価
格
補
償
制
度
の
確
立
に
よ
る
食
糧
自
給
体
制
事
つ
く
り
へ
の
農
政
転
換

で
あ
り
、
こ
の
ほ
か

⑦
災
害
対
策
と
農
災
制
度
の
抜
本
的
改
正
、

⑤
生
産
資
材
の
値
上
げ
反
対
、

独
占
価
格
の
値
下
げ
実
現
、

⑦
消
費
者
米
価
の
値
上
げ
反

対
、
@
米
飯
給
食
拡
大
が
可
能
な
人
員
増
と
施
設
等
諸
条
件
確
立
へ
の
助
成
拡
大
、

①
米
の
検
査
制
度
の
民
営
化
反
対
、
検
査
員
の
増

員
、
余
マ
ス
麗
止
、
を
あ
げ
て
い
た
。

そ
し
て
具
体
的
な
要
求
と
し
て
、
全
日
農
の
五
二
年
産
米
要
求
米
価
は
一
俵
(
六
0
キ
ロ
)
当
り

二
万
五
千
九
百
二
十
円
で
あ
り
、
そ
の
算
定
表
と
算
定
要
領
は
次
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。



昭和52年産米生産者価格算定表。
算
定
方
式

(10アール当り円〉

費 目 額

種 苗 費 1，563 

1巴 来十 費 10，498 

薬剤防除費 5，043 
物
諸材料費 7，292 

小農具費 2，035 

財 大農機具費 24，411 

建 物 費 3，471 

土地改良設備費 1，058 
費

畜 役 費

賃料料金 2，415 

(1) 小 計 57，786 

労 家族労働費 128，843 

働 雇用労働費 6，339 
費 (2) 小 計 135，182 

租税公課諸負担 5，896 

資本利子 11，758 

作 料 2，778 

(3) 小 計 20，432 

合計 (1)+(2)+(3) 213，400 

10アール当り収量 493.4kg 

150kg当り正味生産費 64，800 

八
OMmバ
ル
グ
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
」

。
資
料

昭
和
四
人
年
産
米
、
四
九
年
産
米
、
五

O
年
産
米
の
生
産
費
調
査
に
よ
る
。

。一0
ア
ー
ル
当
り
生
産
費

i俵(60kg)当り正味25，920円

①
昭
和
四
八
年
産
米
、
四
九
年
産
米
も
五

O
年
産
米
の
生
産
に
要
し
た
物
財
費
用
を
基
準
年
対
価
格
決
定
年
の
農
業
経
費
パ
リ
テ
ィ
指

昏
迷
の
米
価
問
題
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迷
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数
の
変
化
率
で
修
正
し
た
。

五
二
年
対
四
八
年

五
二
年
対
四
九
年

五
二
年
対
五

O
年

②
家
族
労
働
費

一
・
六
九

一
・
二
六

一・

O
九

労
働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
」
に
よ
り
、
昭
和
五
一
年
一
月
よ
り
同
年
十
二
月
ま
で
に
お
け
る
製
造
業
規
模
百
人
以
上
の
男
子
常
用
労
働

一
時
間
当
り
評
価
賃
金

者
の
一
時
間
当
り
賃
金
を
求
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
家
族
労
働
費
を
評
価
す
る
。
な
お
、
女
子
労
働
は
男
子
な
み
に
評
価
す
る
。

一
、
三
七
人
円

家
族
労
働
時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り

四
入
年
産
米

四
九
年
産
米

五
O
年
産
米

①
雇
用
労
働
費

九
四
・
コ
一
時
間

一
O
九
・
八
時
間

七
六
・
四
時
間

四
八
年
産
米

家
族
労
働
費
な
み
に
評
価
す
る
。
雇
用
労
働
時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

六
・
二
時
間

四
九
年
産
米

五
O
年
産
米

三
・
九
時
間

三
・
七
時
間



④
租
税
公
課
諸
負
担

昭
和
五

O
年
産
米
に
か
か
わ
る
も
の
を
据
置
い
た
。

⑤
資
本
利
子

投
下
資
金
(
労
働
費
を
含
む
)
は
全
額
借
入
れ
と
し
て
利
子
計
算
す
る
。
利
率
は
単
位
農
協
の
定
期
預
金
担
保
貸
付
利
率
年
六
分
三
厘

を
適
用
す
る
。

@
小
作
料

昭
和
五

O
年
産
米
じ
か
か
わ
る
実
納
小
作
料
を
適
用
す
る
。

⑦
一

0
ア
ー
ル
当
り
収
量

四
八
年
産
米

五
一
七
・
二
キ
ロ

四
九
年
産
米

五

O
年
産
米

四
八
二
・
六
キ
ロ

四
八

0
・
三
キ
ロ

の
コ
ヲ
年
収
量
を
平
均
し
て
求
め
た
収
且
一
塁
一
を
適
用
す
る
。

適
用
収
量

四
九
コ
了
四
キ
ロ

こ
の
要
求
米
価
は
従
前
ど
お
り
八
O
M
m
パ
ル
グ
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
」
で
あ
り
、
対
前
年
比
(
要
求
米
価
二

万
四
千
八
百
円
)
で
み
る
と
四
・
五
Mm
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ッ
プ
率
は
例
年
に
く
ら
べ
て
低
い
。
こ
れ
は
労
働
時
聞
が
引
き
続
き
減

少
し
て
お
り
、
前
年
比
六
・
一
時
間
減
で
、

一
時
間
当
り
の
評
価
労
賃
千
三
百
七
十
八
円
は
前
年
比
六
・
七
%
ア
ッ
プ
で
あ
る
も
の
の
、

家
族
労
働
費
は
総
体
的
に

0
・
四
Mm
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
や
、
算
定
の
資
料
と
な
る
過
去
三
年
の
生
産
費
の
と
り
方
が
一
年
お
く

昏
迷
の
米
価
問
題



昏
迷
の
米
価
問
題

四

れ
の
た
め
、
と
く
に
昨
午
の
冷
災
害
に
よ
る
減
収
が
算
定
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

と
し
て
い
る
。

政
府
米
価
も
「
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
」
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
体
は
全
日
農
の
考
え
と
大
き
く
ち
が
っ
て
い
る
。
政
府
の

場
合
は
む
し
ろ
「
平
均
生
産
費
方
式
」

で
あ
っ
て
、

米
作
平
均
ど
こ
ろ
(
一
・
一

i
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
以
下
の
農
家
の
生
産
費
は
所
得

に
く
い
と
み
、
算
定
に
つ
か
わ
れ
た
中
小
企
業
な
み
の
賃
金
さ
え
回
収
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
政
府
の
使
う
生
産
費
調
査
は
、
平
均
規
模
が
一
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
で
、
実
際
の
規
模
で
あ
る

0
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
台

よ
り
さ
ら
に
低
い
生
産
費
で
の
算
定
と
な
っ
て
お
り
、

「
所
得
補
償
」
は
な
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
全
日
農
は
八

O
M
の
バ
ル
ク
ラ

イ
ン
を
採
用
し
て
い
る
。
二

C
M農
家
は
何
ら
か
の
理
由
(
生
産
条
件
の
異
常
)
で
生
産
費
は
高
く
つ
く
か
ら
、
こ
れ
を
除
い
た
残
り
の
八

O
%
の
農
家
の
生
産
費
を
つ
ぐ
な
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
。

問
題
は
、
米
価
が
こ
の
入

C
%農
家
の
生
産
費
と
所
得
を
補
償
す
る
か
ど
、
っ
か
で
あ
る
。

物
件
費
(

C

)

と
人
件
費
(

V

)

と
租
税
公
課
詰
負
担
・
資
本
利
子
・
小
作
料
(

m

)

の
問
題
は
経
済
学
的
に
明
確
に
説
明
で
き
、
か

つ
原
価
計
算
と
し
て
そ
の
大
き
さ
も
確
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
米
価
決
定
が
、
原
価
計
算
的
に
き
ま
る
も
の
で
な
い
と
こ
ろ

に
問
題
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
次
に
農
協
は
ど
の
よ
う
な
米
価
要
求
を
も
っ
て
た
た
か
っ
た
か
を
み
よ
う
。

全
国
農
協
中
央
会
の
五
二
年
産
米
生
産
者
米
価
要
求
額
は
、
六

0
キ
ロ
当
り
「
最
低
二
万
円
以
上
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
算
定
に

あ
た
っ
て
川
家
族
労
働
評
価
は
製
造
業
五
人
以
上
規
模
全
岡
平
均
賃
金
と
す
る
、
同
企
画
管
理
労
働
費
を
計
上
す
る
、
川
自
作
地
地
代
の

評
価
は
実
納
小
作
料
と
す
る
、

の
三
点
を
中
心
に
政
府
へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
決
定
は
「
五
二
年
産
米
価
は
、
生
産
費
及
び
所

得
補
償
方
式
に
よ
る
二
万
千
百
円
を
基
礎
と
し
、
組
織
内
外
諸
般
の
情
勢
を
ふ
ま
え
最
低
限
一
俵
二
万
円
以
上
を
統
一
要
求
価
格
と
し
て

決
定
し
、
そ
の
実
現
を
期
す
L

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
全
中
米
価
に
つ
い
て
、
全
日
農
は
、
「
人
手
中
は
要
求
基
礎
価
格
二
万
千
百



円
を
自
ら
の
手
で
ダ
ウ
ン
(
し
か
も
昨
年
を
下
回
る
)
さ
せ
る
と
い
う
、

か
つ
て
な
い
や
り
方
で
意
思
統
一
を
は
か
っ
た
わ
け
で
、
す
で
に

P

組
織
内
外
u

か
ら
猛
烈
な
抵
抗
が
出
て
お
り
、
運
動
を
も
減
速
さ
せ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
農
民
の

9

実
感
u

を
さ
か
な
で
に
す
る
に
等

し
い
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
批
判
を
加
え
た
。

「
農
協
要
求
米
価
は
従
来
か
ら
、
家
族
労
働
費
を
政
府
と
基
本
的
に
は
同
じ
の
『
製
造
業
五
人
規
模
以
上
』
を
と
り
、

一
O
対
五
と
い

う
男
女
格
差
が
あ
る
『
男
女
込
み
』
を
採
用
す
る
な
ど
、
政
府
と
の
対
決
を
回
避
し
た
控
え
目
な
要
求
米
価
で
あ
っ
た
。

こ
と
し
の
二
万
一
千
百
円
に
し
て
も
、
資
本
利
子
や
地
代
を
い
じ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
し
て
二
万
円
米
価
を

『
現
実
的
要
求
』
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
全
く
納
得
出
来
な
い
も
の
だ
。

全
中
は
要
求
米
価
の
決
定
は
、
農
協
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
上
っ
て
き
た
『
戸
』
や
『
米
過
剰
』
と
い
っ
た
事
情
を
ふ
ま
え
た
と
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
い
う
『
声
』
は
農
家
の
戸
で
な
く
農
協
役
員
の
戸
で
し
か
な
い
。
ま
た
『
現
実
的
要
求
』
と
い
っ
て
も
政
府
の
都
合
ハ
米
過

剰
論
な
ど
)
に
合
わ
せ
た
も
の
で
し
か
な
く
、
大
蔵
省
な
ど
か
ら
出
て
い
る
『
米
価
据
置
論
』
や
米
価
を
お
さ
え
て
他
作
目
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
政
府
の
総
合
食
糧
政
策
に
手
を
貸
す
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
も
、
運
動
の
方
は
従
来
通
り
の
陳
情
中
心
主
義
で
要
求
米
価
を
下

げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
た
だ
の
低
要
求
米
価
で
あ
り
『
現
実
的
に
獲
得
可
能
な
米
価
』
と
い
う
言
い
方
は
反
古
同
然
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
た
た
か
う
前
か
ら
白
旗
を
上
げ
た
に
等
し
い
。
こ
れ
ま
で
生
産
者
米
価
は
、
自
民
党
政
府
の
手
に
よ
っ
て
一

方
的
に
抑
え
こ
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
農
民
要
求
と
政
府
米
価
と
の
開
き
が
拡
大
し
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
農
民
要
求
を
下
げ
て
誤

っ
た
『
現
実
』
に
合
わ
せ
る
必
要
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。
そ
れ
を
あ
え
て
下
げ
た
と
い
う
こ
と
は
米
闘
争
史
上
取
返
し
の
つ
か
な
い
過
恨
を

残
す
こ
と
に
な
る
。
全
中
は
た
だ
ち
に
と
れ
を
取
消
す
べ
き
で
あ
る
。
」

Q
農
民
新
開
』
五
二
年
六
月
一
五
日
)

反
対
の
戸
は
、
農
協
青
年
部
の
撤
回
要
求
を
は
じ
め
、
秋
田
、
山
形
、
宮
城
、
北
陸
四
県
の
米
対
協
が
二
万
千
百
円
を
そ
の
ま
ま
要
求

昏
迷
の
米
価
問
題

一五



昏
迷
の
米
価
問
題

一
六

〈

2
〉

米
価
に
す
る
な
ど
、
米
ど
こ
ろ
中
心
に
多
数
の
県
の
農
民
か
ら
一
斉
に
あ
が
っ
た
。

(
2〉

全
日
農
青
年
対
策
部
も
「
撤
回
要
求
」
を
公
表
し
た
。
そ
の
全
文
を
以
下
掲
げ
よ
う
。

H

全
国
農
協
中
央
会
の
要
求
米
価
引
下
げ
に
強
く
抗
議
し
、
そ
の
撤
回
を
求
め
る
よ
う
全
国
の
農
業
青
年
に
訴
え
る
み
γ

「
世
界
の
食
糧
危
機
」
が
さ
け
ば
れ
て
以
来
、
食
糧
は
外
国
の
戦
略
物
資
と
さ
れ
る
中
で
二
百
カ
イ
リ
専
管
漁
業
水
域
の
殺
定
で
、
日
本
の
食
糧
自

給
向
上
が
大
き
な
国
民
世
論
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
食
糧
政
策
は
対
外
依
存
主
義
を
つ
ら
ぬ
き
、
青
嵐
会
に
主
導
権
を
に
ぎ
ら

れ
た
自
民
党
農
政
は
ま
す
ま
す
反
動
化
、
反
農
民
的
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
全
国
農
協
中
央
会
(
会
中
)
は
、
六
月
一
日
、
自
民
党
農
政
に
同
-
誠
し
、
昨
年
要
求
を
下
回
る
六

0
キ
ロ
当
り
、
二
万
円
以
上

を
統
一
要
求
と
す
る
と
決
定
し
た
。
全
日
没
青
年
対
策
部
は
こ
の
決
定
に
対
し
、
以
下
の
三
つ
の
理
由
に
よ
り
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
撤

回
を
求
め
て
立
上
る
よ
う
全
国
の
農
業
青
年
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

理
由
の
第
一
は
、
「
従
来
通
り
の
算
式
で
は
二
万
一
千
円
と
な
る
が
、
諸
般
の
情
勢
を
ふ
ま
え
て
二
万
円
以
上
と
す
る
」
と
し
た
根
拠
が
納
得
出

来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
会
中
幹
部
に
よ
れ
ば
、
諸
般
の
き
び
し
い
米
側
情
勢
と
し
て
、
低
経
済
成
長
、
赤
字
財
政
が
強
調
ぎ
れ
て
い
る
。
あ
ろ
う
こ

と
か
、
こ
こ
じ
上
げ
ら
れ
て
い
る
米
を
取
り
ま
く
外
的
要
因
は
、
こ
と
ご
と
く
政
府
自
民
党
に
よ
っ
て
く
り
返
し
宣
伝
さ
れ
て
き
た
米
価
抑
制
の
口

実
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
生
産
者
米
価
は
、
高
度
成
長
に
見
合
っ
た
引
上
げ
を
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
逆
に
、
昭
和
四
四
年
か

ら
ゴ
一
年
連
続
し
て
米
価
は
違
法
に
据
置
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
「
赤
字
財
政
を
考
慮
」
云
々
は
、
売
買
逆
ザ
ヤ
の
段
階
的
解
消
の
推

進
で
現
行
食
管
制
度
を
事
実
上
解
体
に
追
い
こ
も
う
と
す
る
自
民
党
政
府
に
格
好
の
口
実
を
与
え
た
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
し
て
「
米
過
剰
」
論
に

い
た
っ
て
ほ
、
そ
の
真
の
原
因
で
あ
る
9

外
麦
輸
入
M

の
大
幅
削
減
や
他
作
目
の
米
な
み
引
上
、
げ
の
保
証
が
会
く
な
い
中
で
、
こ
れ
を
要
求
米
価
引

下
げ
の
根
拠
に
す
る
こ
と
は
、
農
協
自
ら
が
政
府
の
低
米
何
政
策
論
に
同
調
し
て
、
米
価
闘
争
を
す
す
め
る
農
民
の
闘
争
意
欲
に
冷
水
を
浴
び
せ
、

た
た
か
い
の
火
を
消
し
止
め
る
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
て
断
じ
て
容
認
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

理
由
の
第
二
は
、
こ
の
重
大
な
米
価
要
求
の
方
針
交
更
が
農
協
内
部
の
大
衆
討
議
を
経
た
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
中
は
要
求
米
価

決
定
に
い
た
る
組
織
内
の
事
情
と
し
て
、
①
現
実
的
要
求
(
要
求
の
引
下
げ
)
、
②
従
来
通
り
算
式
、
③
前
年
水
準
を
下
回
ら
な
い
額
の
三
論
か
ら

全
国
各
地
の
怠
見
の
最
大
公
約
数
を
と
っ
て
「
二
万
円
以
上
」
に
決
定
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
決
定
直
前
ま
で
秋
問
、
山
形
、
宮
城
、
北

陸
四
県
農
協
組
織
か
ら
あ
い
つ
い
で
二
万
円
米
価
取
消
し
要
求
が
な
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
農
民
か
ら
い
っ
せ
い
に
反
発
の
声
が
上
つ



て
い
る
。
ま
た
、
農
協
の
内
部
組
織
で
あ
る
青
森
、
宮
城
、
福
島
、
福
井
県
農
協
対
米
協
が
二
万
一
千
百
円
を
決
め
た
よ
う
に
、
米
生
産
の
過
半
を

占
め
る
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
の
多
く
の
県
が
異
論
を
示
し
て
い
る
事
実
を
み
る
な
ら
、
二
万
円
米
価
を
組
織
の
最
大
公
約
数
と
し
た
の
は
き
わ
め

て
怒
意
的
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
要
求
米
価
に
つ
い
て
の
末
端
段
階
の
説
明
は
組
合
長
ど
ま
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、
組
織
討
議
の

経
過
は
い
ま
も
っ
て
大
多
数
の
農
民
に
十
分
知
、
り
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
名
ば
か
り
の
組
織
決
定
で
あ
り
、
こ
の
強
行
決
定
は
、
農
民
の
農
協
要

求
米
価
に
対
す
る
不
信
を
増
大
せ
し
め
る
結
果
を
ま
ね
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

理
由
の
第
三
は
、
要
求
米
価
方
針
の
変
更
を
裏
づ
け
る
運
動
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
中
は
、
現
実
的
な
要
求
米

価
、
す
な
わ
ち
獲
得
可
能
な
米
価
を
理
由
に
、
あ
え
て
従
来
算
定
方
式
価
格
よ
り
要
求
を
引
下
げ
た
と
し
て
い
る
。
だ
と
す
る
な
ら
、
二
万
円
な
ら

実
現
出
来
る
根
拠
、
可
能
怯
に
つ
い
て
責
伝
あ
る
方
針
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
全
中
の
米
価
運
動
方
針
ば
、
大
衆

不
参
加
の
代
表
者
大
会
や
自
民
党
、
政
府
へ
の
陳
情
運
動
の
域
を
一
歩
も
出
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
い
く
ら
低
い
要
求
を
出
し
て
も
そ
の
実
現
は
不

可
能
で
あ
る
。
全
中
が
決
意
す
る
な
ら
要
求
を
実
現
に
導
く
た
た
か
い
の
方
法
は
い
く
ち
で
も
あ
る
。
中
央
集
結
闘
争
で
は
、
一

O
万
、
一
一

O
万
の

農
民
を
結
集
し
て
、
国
会
や
農
林
省
を
十
重
二
十
重
に
取
り
ま
き
、
自
民
党
政
府
を
震
憾
た
ら
し
め
、
地
方
で
は
全
国
一
斉
に
一
週
間
、
二
週
間
ぶ

っ
つ
づ
け
で
、
出
庫
拒
否
、
不
協
力
、
倉
庫
詩
集
会
を
展
開
す
る
。
き
す
れ
ば
、
さ
し
も
の
自
民
党
も
農
民
要
求
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
ま
い
。
ぞ

う
し
た
要
求
を
実
現
に
導
く
対
抗
手
段
を
も
っ
た
闘
争
方
針
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
「
現
実
的
要
求
米
価
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
米
価
闘
争
の
歴
史
が

証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
た
だ
の
低
要
求
米
価
で
し
か
な
く
な
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
協
要
求
米
価
方
針
の
変
更
は
、
本
来
の
農
民
要
求
を
封
じ
、
政
府
、
自
民
党
の
低
米
価
政
策
に
手
を
貸
す
と
い
う
危
険
な
役
割
を

果
す
も
の
で
あ
り
、
二
万
円
米
価
は
ま
さ
に
、
自
民
党
の
圧
力
に
負
け
た
屈
辱
的
要
求
米
価
と
一
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
く
に
、
こ
の
決
定
が
、
先

の
総
選
挙
以
降
著
し
い
自
民
党
農
林
議
員
の
体
質
支
化
(
青
嵐
会
主
導
型
の
体
制
確
立
)
と
符
合
し
て
い
る
事
実
は
、
農
協
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
侵
蝕

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
容
易
な
与
ざ
る
事
態
を
憂
慮
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
好
ん
で
農
協
要
求
米
価
に
長
を
と
な
え
る
も
の
で
は
な
い
。
要
求
と
運
動
の
統
一
で
且
庶
民
要
求
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
農
協
要
求
米
価
の
方
針
変
更
が
、
看
過
出
来
な
い
重
大
な
危
険
を
は
ら
ん
で
お
り
、
自
民
党
政
府
の
低
米
価

政
策
の
中
で
、
日
本
農
業
の
柱
で
あ
る
稲
作
を
死
守
し
て
い
る
大
多
数
の
農
民
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
あ
え
て
こ

れ
に
抗
議
し
撤
回
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
全
国
の
農
業
青
年
の
み
な
さ
ん
ん
グ
米
側
闘
争
を
農
協
幹
部
だ
け
の
た
た
か
い
か
ら
農
民
自

身
の
子
に
よ
る
た
た
か
い
に
発
展
さ
せ
る
た
め
立
ち
上
り
ま
し
ょ
う
。

昏
迷
の
米
価
問
題

七



昏
迷
の
米
価
問
題

/¥ 

一
九
七
七
年
六
月
七
日

全
日
本
農
民
組
合
連
合
会

青
年
対
策
部
長

岩
丸

久

こ
う
し
た
生
産
者
側
の
要
求
の
前
に
政
府
は
ど
う
対
処
し
た
か
。
す
で
に
、
政
府
・
財
界
の
生
産
者
米
価
に
対
す
る
方
針
は
既
定
の
も

の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
で
き
る
ど
け
生
産
者
米
価
を
低
く
抑
え
、
食
管
赤
字
、
逆
ザ
ヤ
を
解
消
し
、

コ
メ
の
生
産
に
制
限
を
加
え
、
食
管

制
そ
の
も
の
を
な
し
崩
し
的
に
骨
抜
き
と
し
、
国
際
的
に
割
安
な
外
国
食
糧
の
輪
入
を
図
り
つ
つ
、
工
業
製
品
の
輸
出
を
農
産
物
輸
入
の

見
返
り
と
し
て
確
保
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
方
針
で
あ
る
。
こ
う
し
た
既
定
路
線
の
も
と
で
、
五
二
年
産
米
の
政
府
買
い
入
れ

価
格
(
生
産
者
米
価
)
は
七
月
二
一
日
夜
の
政
府
・
自
民
党
折
衝
で
実
費
四
・
六
%
に
き
ま
っ
た
。

そ
の
内
容
は

①
政
府
試
算
の
基
本
米
価
二
・
五
%
引
き
上
げ
よ
り
さ
ら
に
一
・
五
%
上
積
み
し
、
昨
年
に
比
べ
一
俵
(
六
0
キ
ロ
)
当
り
六
百
六
十
円

増
の
一
万
七
千
二
百
三
十
二
月
ハ
う
る
ち
一
j
囚
等
米
生
産
者
手
取
り
価
格
、
包
装
代
込
み
)
と
す
る
。

④
自
主
流
通
米
を
対
象
と
し
た
「
良
質
米
奨
励
金
」
は
一
俵
当
り
A
ラ
ン
ク
七
百
円
を
千
二
百
円
、

B
ラ
ン
ク
三
百
五
十
円
を
六
百
円
に

引
き
上
げ
る
(
ア
ッ
プ
率
0
・
六
銘
)
。

@
銘
柄
米
奨
励
金
は
存
続
す
る
(
現
行
指
定
銘
柄
四
百
円
、
特
別
銘
柄
二
百
五
十
円
)
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

良
質
米
奨
励
金
引
上
げ
は
、
米
価
全
体
を

0
・
六
%
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
五
二
年
皮
産
米
は
実
質
囚
・
六
劣
の
引
上
げ
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
五
一
年
度
の
七
・
ゴ
一

Mmを
上
回
り
、
名
目
三
・

O
M
ア
ッ
プ
だ
っ
た
四
六
年
以
来
の
低
い
水
準
で
あ
る
。

政
府
試
算
の
二
・
五
%
引
上
げ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
①
家
族
労
働
費
の
算
定
基
礎
を
全
産
業
平
均
の
賃
金
上
昇
率
か
ら
製
造
業
平
均

に
一
反
す
、
②
資
本
利
子
を
実
勢
よ
り

0
・
五
%
高
と
し
た
の
を
実
勢
に
一
反
す
、
な
ど
昨
年
と
は
算
定
方
式
を
変
え
、
さ
ら
に
生
産
費
上
昇



に
よ
る
引
上
げ
が

0
・
八
Mm
、
五
一
年
度
の
冷
害
で
不
作
と
な
り
、
収
益
が
減
っ
た
た
め
の
上
昇
分
が
一
・
六
銘
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
①
の
家
族
労
働
費
は
一
時
間
当
り
男
女
込
み
九
百
十
九
円
二
十
七
銭
、
男
子
賃
金
一
千
百
二
十
二
円
七
十
二
銭
と
し
て
算

定
、
@
の
資
本
利
子
は
自
己
資
金
七

O
M
に
つ
い
て
は
六
分
三
厘
五
毛
、
借
入
資
金
三

O
%に
つ
い
て
は
六
分
七
厘
ニ
毛
と
し
て
い
る
。

ま
た
地
代
に
つ
い
て
は
現
行
小
作
料
の
最
高
統
制
額
(
五
級
地
)
、
小
作
地
及
作
付
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
は
五
一
年
米
生
産
費
調
査

こ
ト
」
n
h
リ
、

一
0
ア
ー
ル
当
り
七
千
四
百
二
円
と
し
、
収
量
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
五

O
五
キ
ロ
を
採
用
し
た
。
昭
和
五
二
年
産
米
の
買
入
れ

価
格
の
要
旨
は
別
表
の
如
く
で
あ
る
。

さ
て
、
ま
え
に
の
べ
た
よ
う
に
、

五
二
年
度
の
米
価
闘
争
も
政
府
の
既
定
路
掠
の
推
定
と
あ
い
ま
っ
て
、

そ
の
性
格
は
前
年
の
そ
れ
と

同
様
で
あ
っ
た
。

ま
ず
そ
の
第
一
は
、
米
の
「
過
剰
」
を
宣
伝
し
、
低
米
価
の
布
石
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
で
五
六

O
万
ト
ン
も
の
外
国
小
麦
を
輸

入
し
な
が
ら
、
五
二
年
度
三
三

C
万
ト
ン
の
米
過
剰
、
五
コ
一
年
度
は
四

0
0万
ト
ン
に
な
る
と
、

「
つ
く
ら
れ
た
過
剰
」
を
、
自
然
に
起

」
っ
た
過
剰
で
も
あ
る
よ
う
に
宣
伝
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
政
府
の
財
政
主
導
の
低
米
価
貫
徹
で
あ
り
、

「
売
買
逆
ザ
ヤ
の
段
階
的
解
消
」
論
で
あ
る
。
こ
と
し
は
そ
の
実
施
第
二
年
目

で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
消
費
者
米
価
を
平
均
九
・
八
銘
引
き
上
げ
九
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

た
だ
し
標
準
価
格
米
に
つ
い

て
は
九
・
五
Mm
の
引
き
上
げ
(
精
米
一
(
)
キ
ロ
に
当
り
二
百
六
十
円
ア
ッ
プ
の
三
千
円
〉
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
米
の
売
買
逆
ザ
ヤ
の
五
千
億
円
を
数
年
で
解
消
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
去
年
の
場
合
は
、
生
産
者
米
価
の

ア
ッ
プ
が
六
・
四
労
、
消
費
者
米
価
は
一

0
・
二
銘
で
あ
り
、
こ
と
し
は
、
生
産
者
米
価
四
・
五
鋭
、
消
費
者
米
価
九
・
八
Mm
で
、
こ
の

傾
向
で
は
、
来
年
に
も
末
端
逆
ザ
ヤ
は
完
全
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
は
、
食
管
制
の
完
全
な
空
洞
化
と
い
う
こ

昏
迷
の
米
価
問
題

九



求める価格

1141，751円、
一一一一一~x60キロ =16 ， 842円
505キロ ' 

基準価格

16，842円十
(求める価格)

うるち軟質3等裸価格

17，019円十 86円一 19円詰17，086円
〈基準価格) 11~5等平均\ (歩留ま1

!と 3等とのI¥り加算1
1等級間格差l

うるち 1~4等平均，包装込み，生産者手取り予定価格

17，086円ー 58円 + 19円 +185円=17，232円(うれ (開 1~4) i歩前り)(包装代〕
質3等裸 l等平均との等 切日算
価格 1級関格差

(注〉 このほか，自主流通米として流通するうち米について，良質米奨励金

(60キロ当りAランク1，200円， Bランク600円〉を交付する。

なお，銘柄米奨励金の額 (60キロ当り指定銘同400円，特別銘柄250

円〉は，本年に限り据え置き，明年以降漸減することとする。

昏
迷
の
米
価
問
題

昭和52年産米穀の政府買入れ価格の算定

1. 

2. 

177円=17，019円
〈運搬費〉

3. 

4. 

二
O

と
で
あ
る
。
遭
ザ
ヤ
の
縮
小
は
、
ま
た
政
府
売
渡
し
価
格
と
農

家
の
庭
先
価
格
の
差
を
ほ
と
ん
ど
な
く
す
た
め
、
超
過
米
の
出

現
と
と
も
に
、
ヤ
ミ
米
の
暗
躍
を
助
長
し
、
自
主
流
通
米
・
ヤ

ミ
米
の
拡
大
で
食
管
制
の
実
質
上
の
崩
壊
を
促
進
す
る
。
こ
の

た
め
自
主
米
廃
止
や
標
準
米
の
改
善
な
ど
が
生
産
者
・
消
費
者

の
双
方
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
る
。

第
三
は
不
況
宣
伝
で
あ
る
。
物
価
、
賃
金
と
も
に
不
況
の
た

め
値
上
り
が
少
な
い
の
で
、
五
二
年
産
米
の
値
上
げ
も
ほ
ん
の

少
し
で
あ
る
、

と
い
う
不
景
気
米
価
の
提
言
で
あ
る
。

そ

し

て
、
こ
の
方
向
で
米
審
に
諮
問
さ
れ
た
の
が
、
対
前
年
米
価
比

二
・
五
Mm増
の
米
価
、

一、
t
四
等
平
均
の
農
民
手
取
予
定
一
俵

一
万
六
千
九
百
八
十
六
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
不
景
気
を

前
提
に
し
、
そ
れ
を
農
民
に
押
し
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。
他
産

業
で
は
不
況
対
策
と
し
で
金
利
の
引
下
げ
や
公
共
事
業
投
資
の

増
大
を
は
か
つ
て
い
る
の
に
、

農
家
で
は
不
景
気
を
前
提
と

し
、
そ
の
シ
ワ
ヨ
セ
を
か
ぶ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
政
府
の
既
定

の
方
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。



第
四
は
低
米
価
前
提
の
算
定
方
式
で
あ
る
。
ま
ず
賃
金
は
、

一
時
間
当
り
男
女
込
み
で
九
百
五
円
六
銭
で
昨
年
よ
り
約
四
十
八
円
増
、

一
日
λ
時
間
労
働
と
し
て
一
一
一
百
八
十
四
円
で
あ
り
、
評
価
の
基
準
は
製
造
業
規
模
五
人

1
千
人
の
平
均
賃
金
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
低
く

押
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
米
価
算
定
は
、

米
生
産
費
調
主
を
デ

I
タ
!
と
し
て
算
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、

地
代
(
小

は
そ
う
で
は
な
く
、
五
二
年
産
米
価
格
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
四
九
・
五

0
・
五
一
年
の
生
産
費
調
査
に
よ
る
地
代
と
米
価
算
定

作
料
)

に
用
い
ら
れ
た
地
代
を
く
ら
べ
る
と
、
別
表
の
よ
う
に
後
者
は
前
者
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
五
一
年
産
米
で
は
、
一
一
一
分
の
一
に
近
い
。
こ

の
理
由
を
政
府
は
小
作
料
の
統
制
に
し
て
い
る
が
、
実
際
上
の
小
作
料
こ
そ
が
本
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
資
本
利
子
の
場

て
い
る
。

借
入
金
は
年
利
六
分
ハ
昨
年
七
分
五
厘
〉
、
自
己
資
金
は
年
利
五
分
八
厘
五
毛
(
昨
年
七
分
三
匝
五
毛
)
と
引
き
下
げ
ら
れ

合
も
お
か
し
い
。

(円〉

21，577 

地代の比較

昏
迷
の
米
価
問
題

7，536 

し
か
し
、
右
の
諮
問
米
価
は
、
米
審
で
の
生
産
者
側
代
表
の
た
た
か
い
で
多
少
な
り
と
修
正
さ
れ
た
。

修
正
点
は
、
家
族
労
賃
を
昨
年
な
み
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
調
整
係
数
(
男
女
込
み
)

一・

O
一
五
七
、

(
男
子
)

男
女
込
み
九
百
十
九
円
一
一
十
七
銭
、
男
子
千
育
二
十
二
円
七
十
三
銭
と
す

一・

O
一
七
を
乗
じ
、

10アール当り

る
こ
と
に
よ
っ
て

0
・
九
Mm
の
増
、
金
利
を
公
定
歩
合
引
下
げ
前
後
の
も
の
を
平
均
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

O

-
六
M
J
の
増
、
合
計
一
・
五
Mm増
の
修
正
を
政
府
に
お
こ
な
わ
せ
、
全
体
と
し
て
四
%
の
引
上
げ
、

一1
四

等
平
均
で
一
万
七
千
二
百
三
十
二
円
土
俵
〉
、
昨
年
よ
り
六
百
六
十
円
増
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(注〕

五

二
年
連
続
無
答
申
の
米
価
審
議
会

昨
年
に
引
続
き
二
年
連
続
無
答
申
の
米
価
審
議
会
に
は
問
題
が
あ
る
。
米
審
は
昭
和
二
四
年
以
来
設
置
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さ
れ
た
政
府
の
諮
問
機
関
で
あ
り
、
任
命
制
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
、
つ
ね
に
政
府
の
味
方
で
あ
り
、
政
府
決
定
の
「
か
く
れ
ミ
ノ
」
と

い
わ
れ
て
き
た
。
三
六
年
ま
で
は
米
審
の
場
で
米
価
の
数
字
そ
の
も
の
を
何
千
何
百
何
十
何
円
と
決
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
ご
算
定
方
式

成
に
は
疑
問
が
生
産
者
側
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。

の
審
議
な
ど
で
難
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
無
答
申
二
年
連
続
と
い
う
事
態
が
昭
和
四
二
年
と
四
三
年
に
起
こ
り
、
そ
の
当
時
か
ら
そ
の
構

そ
れ
ま
で
学
識
経
験
者
九
人
、
生
産
者
代
表
四
人
、
消
費
者
代
表
コ
一
人
、
消
費
者
代
表

一
人
、
国
会
議
員
代
表
七
人
、
県
知
事
一
人
、
計
二
五
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
米
生
産
者
代
表
や
野
党
の
国
会
議
員
も
含
ま

れ
て
い
た
。
だ
か
ら
余
り
に
生
産
者
に
不
利
益
な
答
申
に
は
満
場
一
致
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
昨
年
と
今
年
の
場
合
も
そ
う
で
あ

り
、
四

O
年
以
降
で
も
無
答
申
は
五
回
目
で
あ
る
。
公
平
な
第
三
者
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
「
米
審
」
の
な
か
の
「
中
立
委
員
」
な
る
も

の
が
、
実
は
政
府
の
御
用
委
員
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
を
農
民
ん
は
次
第
に
見
抜
き
始
め
て
お
り
、
米
審
の
構
成
そ
の
も
の
も
変

社
団
法
人
日
本
経
済
調
査
協
議
会
専
務
理
事

わ
っ
て
き
て
、
生
産
者
代
表
五
人
、
消
費
者
代
表
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

青
葉

翰
於

〔生〕

全
日
本
農
民
組
合
連
合
会
会
長

〔生〕

全
国
農
業
会
議
所
専
務
理
事

〔消〕

関
西
主
婦
連
合
会
副
会
長

〔生〕

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
理
事

慶
応
義
塾
大
学
教
授

全
同
食
糧
事
業
協
同
組
合
連
合
会
専
務
理
事

協
栄
生
命
保
険
株
式
会
社
社
長

五
二
年
の
米
価
審
議
会
委
員
改
次
の
諸
氏
で
あ
っ
た
。

足
鹿

覚

池
田

斉

大
井
多
満
栄

太
田

(
新
)

置

加
藤

寛

河
野

俊
民戸

亀
徳

正
之



〔消〕
〔消〕

門生〕
〔消〕

〔生〕

滋
賀
大
学
学
長

社
団
法
人
経
済
企
画
協
会
副
会
長

主
婦
連
合
会
事
務
局
長

神
戸
市
消
費
者
協
会
専
務
理
事

農
林
漁
業
金
融
公
庫
総
裁

石
川
県
農
村
青
少
年
指
導
家
・
米
作
農
民

東
京
大
学
教
授

福
井
県
知
事

農
業
者
年
金
基
金
理
事
長

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
会
長

成
践
大
学
教
授

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長

全
国
町
村
会
副
会
長

東
京
大
学
教
授

評
論
家

日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員

日
本
大
学
教
授

昏
迷
の
米
価
問
題

O
桑
原

。
武
田

正
信

小
島

英
敏
(
新
)

鳩
子
(
新
)

妹
尾
美
智
子
(
新
)

清
水

誠

竹
本

平
一
(
新
)

角
田

公
平
(
新
)

中
川
平
太
夫
(
新
)

中
野

和
仁

中
林

貞
男

肥
後

和
夫

藤
田

虫日

藤
森
常
次
郎
(
新
)

逸
見

謙一

森

有
義

山
地

進
(
新
)

綿
谷

起
夫
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二
回

ー

i
以
上
二
玉
名

i
l

2 

門
生
〕
は
生
産
者
、
円
消
]
は
消
費
者
、
他
は
公
益
妥
員
、

(
新
)
は
新
任
、
他
は
再
任
、

@
は
会
長
、
。
は
会
長
代
理
、

昭
和
五
二
年
六
月
二
三
同
現
在
(
発
令
五
二
年
六
月
二
三
日
、
任
期
五
三
年
六
月
二
二
日
ま
で
)

z.:i:ミ
l 3 4 

生
産
者
米
価
の
審
議
日
程
は
三
日
間
で
あ
り
、
今
年
の
場
合
は
七
月
二

O
白
夜
か
ら
答
申
の
と
り
ま
と
め
に
は
い
り
、
生
産
者
側
の
反

対
に
よ
り
、

つ
い
に
答
申
を
断
念
し
、
二
一
日
午
前
四
時
五
五
分
、
答
申
の
か
わ
り
に
そ
れ
ま
で
の
審
議
内
容
を
次
の
よ
う
な
報
告
書
の

形
で
ま
と
め
て
、
鈴
木
農
相
に
提
出
、
閉
会
し
た
の
で
あ
る
。

「
今
回
の
米
価
審
議
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
八
月
十
八
日
政
府
か
ら
当
審
議
会
に
諮
問
の
あ
っ
た
昭
和
五
十
二
年
産
米
穀
の

政
府
買
い
入
れ
価
格
に
対
し
、
各
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
真
塾
(
し
ん
し
)
な
意
見
が
開
陳
さ
れ
、

当
審
議
会
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
意
昆

を
集
約
し
た
答
申
を
取
り
ま
と
め
る
べ
く
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
た
が
、

一
部
委
員
の
強
い
反
対
に
よ
り
、
遺
憾
な
が
ら
答
申
す
る
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
。

つ
い
て
は
、
表
明
さ
れ
た
各
委
員
の
見
解
を
次
の
土
う
に
要
約
し
た
の
で
報
舎
す
る
。

一
、
政
府
試
算
に
つ
い
て
は
、
①
生
産
者
側
の
立
場
に
立
つ
委
員
か
ら
は
、
政
府
試
算
は
不
満
で
あ
り
、
大
幅
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で

あ
る
と
す
る
意
見
、
⑦
中
立
並
び
に
消
費
者
側
の
立
場
に
立
つ
委
員
か
ら
は
、
米
穀
を
め
ぐ
る
諸
般
の
事
情
か
ら
、
試
算
の
額
は
こ
の
際

止
む
を
え
な
い
と
す
る
意
見
が
表
明
さ
れ
た
ほ
か
、
@
一
部
の
委
員
か
ら
稲
作
農
家
の
心
情
を
も
考
慮
し
、
政
府
試
算
に
何
ら
か
の
配
慮

を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。



二
、
米
を
め
ぐ
る
諸
植
の
事
情
に
か
ん
が
み
、
米
の
需
給
均
衡
を
図
る
た
め
、
低
溢
倉
庫
の
拡
充
を
は
じ
め
米
の
品
質
及
び
食
味
へ
の

配
慮
、
並
び
に
学
校
給
食
を
は
じ
め
各
般
の
措
置
に
よ
る
消
費
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
転
作
対
策
、
自
力
岡
田
の
抑
制
等
、
米
対
策
の
早
急

な
確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
基
盤
整
備
の
拡
充
、
農
業
機
械
対
策
の
充
実
、
農
産
物
の
相
対
価
格
関
係
の
是
正
等
、
総
合
農
政
の
展
開

を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
お
お
か
た
の
委
員
か
ら
一
致
し
た
意
見
の
表
明
が
あ
っ
た
。
」

右
の
無
答
申
報
告
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
は
二
つ
の
評
価
が
あ
る
。

一
方
の
評
価
は
生
産
側
委
員
を
批
判
す
る
も
の
で

「
米
審
委
員
に
選
ば
れ
た
以
上
、
自
説
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
大
局
的
な
判
断
が
必
要

な
の
に
、
こ
こ
数
年
そ
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
た
の
は
残
念
で
あ
り
、

む
な
し
さ
を
感
ず
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
他
方
の
評
価
は
「
い

か
に
な
ん
で
も
二
・
五
%
案
は
、
常
識
を
超
え
て
ひ
ど
す
ぎ
た
。
無
答
申
は
や
む
を
え
ず
、

そ
れ
で
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
低
諮
問
米
価

を
押
し
つ
け
た
政
府
に
厳
粛
な
反
省
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

生
産
者
側
は
懸
命
に
政
府
諮
問
案
に
反
対
し
た
が
、
こ
の
抵
抗
を
支
え
る
一
助
と
な
っ
た
の
は
、
消
費
者
側
一
名
、
中
立
二
名
の
委
員

が
、
政
府
試
算
は
余
り
に
も
低
過
ぎ
る
と
反
対
し
た
こ
と
、
ま
た
中
立
一
名
が
態
度
を
保
留
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
賛
成
者
の
な
か
に

も
「
条
件
付
き
」
や
「
や
む
を
え
ず
」
と
の
態
度
が
あ
っ
た
の
も
見
の
が
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

全
国
農
協
中
央
会
は

「
本
当
の
決
戦
は
、

答
申
が
出
た
あ
と
の
二
四
時
間
」

と
み
て
、

七
月
二

O
日
午
後
は
、
答
申
を
待
ち
な
が
ら

「
決
戦
」
に
備
え
、
二
・
五
%
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
政
治
加
算
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
作
戦
の
第
一
は
自
民
党
へ
の
揺
さ
ぶ
り
で
、

「
農

協
が
支
援
し
な
い
限
り
、
当
選
で
き
な
い
セ
ン
セ
イ
方
ば
か
り
」
に
圧
力
を
か
け
、
自
民
党
本
部
や
閏
僚
、
有
力
コ
メ
議
員
に
対
す
る
波

状
陳
情
は
夜
ま
で
続
け
ら
れ
、
政
治
折
衝
の
成
果
に
最
後
の
期
待
を
か
け
た
。
事
実
、
農
協
は
有
力
な
圧
力
団
体
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
人
口
一
千
万
の
東
京
で
自
民
党
の
参
院
選
当
選
者
は
た
っ
た
一
人
。

し
か
し
、
藤
田
全
中
会
長
の
地
元
高
知
県
で
は
わ
ず
か
八
十
万
人

昏
迷
の
米
価
問
題

-一五
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で
一
人
を
当
選
さ
せ
、
熊
本
、
鹿
児
島
両
県
は
自
民
党
で
独
占
し
た
。
保
革
逆
転
を
阻
止
で
き
た
の
は
、
農
村
票
の
と
り
ま
と
め
に
力
を

一一六

発
揮
し
た
農
協
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
の
が
農
協
、
農
民
の
考
え
方
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
農
協
が
組
織
を
動
員
し
て
応
援
し
た

自
民
系
の
農
協
・
農
林
省
出
身
候
補
者
九
人
は
、
参
院
選
で
全
員
当
選
し
て
お
り
、
こ
の
辺
に
、
政
府
・
自
民
党
と
農
協
首
脳
部
の
合
作

で
米
価
審
議
会
の
事
実
上
の
筋
書
き
が
ほ
ぼ
整
え
ら
れ
る
、
と
一
部
で
い
わ
れ
る
原
因
の
一
つ
が
あ
る
。

下
で
、
米
審
委
員
を
、

こ
の
よ
う
に
米
審
は
晋
迷
を
深
め
て
い
る
が
、
と
れ
は
米
価
問
題
そ
の
も
の
の
昏
迷
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
民
党
政
権
の

ど
の
よ
う
に
交
替
さ
せ
た
と
し
て
も
、
こ
の
昏
迷
が
解
決
で
き
る
と
期
待
さ
せ
る
も
の
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

(

3

)

こ
と
し
の
米
審
に
初
め
て
米
作
農
民
の
竹
本
平
一
さ
ん
(
五
七
)
が
委
員
と
し
て
出
席
し
た
。
「
中
立
と
い
う
の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
農
林
省
の

カ
ク
レ
ミ
ノ
。
生
産
者
側
、
消
費
者
側
の
芦
を
も
っ
と
反
映
さ
せ
る
」
と
の
戸
で
、
従
来
の
農
協
、
農
業
委
員
会
、
全
日
農
代
表
の
ほ
か
、
き
ら
に

一
名
の
増
員
で
生
ま
れ
た
生
産
者
代
表
委
員
で
あ
る
。
竹
本
さ
ん
は
石
川
県
能
美
郡
寺
井
町
の
精
農
で
四

0
年
度
の
米
作
日
本
一
の
成
績
を
収
め
て

い
る
。
五
二
年
度
の
経
営
面
積
は
一
三
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
う
ち
自
作
地
は
四
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
残
り
は
請
負
耕
作
地
)
で
あ
る
。

0
・
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
一
戸
当
り
平
均
耕
地
面
積
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
と
び
抜
け
た
大
農
で
あ
る
。
五
一
年
の
収
益
は
コ
メ
販
売
額
千
五
百
一
一
一
十
一
万
一

千
四
Q
円
、
肥
料
代
な
ど
経
費
を
差
し
引
い
た
所
得
額
七
百
九
十
四
万
四
千
九
百
円
で
あ
り
、
奥
さ
ん
と
息
子
夫
妻
の
国
人
家
族
で
あ
る
が
、
九
谷

焼
、
建
設
業
、
医
師
ま
で
含
め
た
近
所
三
十
五
軒
の
田
ん
ぼ
を
小
作
料
を
払
っ
て
一
年
契
約
で
借
り
て
耕
地
面
積
を
広
げ
、
十
ア
ー
ル
当
り
労
働
時

間
を
全
国
平
均
の
九
十
時
間
か
ら
最
保
三
十
時
間
ま
で
減
ら
し
な
か
ら
、
八
百
五
十
六
キ
ロ
の
実
収
を
あ
げ
た
。
竹
本
さ
ん
は
「
他
人
の
田
ん
ぼ
も

自
分
の
田
ん
ぼ
の
よ
う
に
」
可
愛
が
り
、
「
ひ
と
を
搾
取
せ
ず
、
ひ
と
に
喜
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
を
原
則
に
、
施
肥
、
除
草
、
土
地
改
良
な
ど
を
行

い
、
「
私
は
こ
れ
か
ら
土
を
肥
や
し
て
、
や
が
て
死
ん
で
土
に
還
る
の
で
す
。
そ
う
い
、
7
ふ
う
に
し
な
い
と
人
間
の
本
当
の
幸
福
は
な
い
」
と
い

う
。
天
皇
杯
、
黄
綬
褒
賞
な
ど
を
受
け
『
私
と
稲
作
』
『
天
皇
杯
の
米
づ
く
り
』
『
大
型
稲
作
に
か
け
る
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
竹
本
さ
ん
は
何

ら
の
圧
力
団
体
の
代
表
で
も
な
い
現
場
の
代
表
と
し
て
、
農
林
省
O
B
〈
事
務
次
官
V

の
武
田
会
長
の
も
と
で
の
米
審
で
何
を
学
び
考
え
た
で
あ
ろ

う
か
。
興
味
採
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。



ずて

一
万
七
千
二
百
三
十
二
円
米
価
で
米
作
農
民
め
暮
し
は
ど
う
な
る
か

さ
て
、
今
年
の
生
産
者
米
価
で
農
家
の
く
ら
し
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

い
ま
計
算
を
簡
単
に
す
る
た
め
米
価
一
俵
一
万
七
千
三
百
円

と
?
レ
ト
A

問、

7
。
日
本
の
一
戸
当
り
平
均
耕
地
面
積
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
水
田
経
営
を
し
た
場
合
農
業
所
得
(
米
作
収
入
)
で
来
し
て
暮
せ
る
の

だ
ろ
う
か
。
五
二
年
度
の
平
均
収
穫
は
一

0
ア
ー
ル
あ
た
り
約
八
・
四
俵
(
五
O
四
キ
ロ
)
と
し
よ
う
。

収
穫
は
八
四
俵
で
あ
り
、

粗
収

益
は
百
四
十
五
万
三
千
二
百
円
で
あ
る
。

物
任
費
と
人
任
費
の
比
率
を
コ
一

O
対
七

O
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
農
業
所
得
は
百
一
万
四
千
二
百
四
十
円
と
な
る
。
な
ぜ
コ
一

O
C
十

七

O
V
+
Mと
す
る
か
。

昭
和
五
ニ
年
産
米
生
産
費
算
定
(
全
日
き
に
よ
る
と
、
物
財
費
の
総
計
(
一

0
ア
ー
ル
当
り
〉
が
五
万
七
千
七
百
人
十
六
円
、
労
働
費
が

十
三
万
五
千
一
百
八
十
二
円
、
租
税
公
課
諸
負
担
・
資
本
利
子
・
小
作
料
の
小
計
が
二
万
四
百
三
十
二
円
で
あ
る
(
前
掲
表
参
照
)
。

し
た

が
っ
て
、
二
七
C
+
七

V
+
M
 
で
あ
る
。

政
府
の
計
算
ほ
、

昭
和
五

C
年
産
米
の
農
林
省
統
計
調
査
部
経
済
調
査
課
の
米
生
産
費

に
お
け
る
比
率
宏
み
る
と
、
物
財
費
四
万
一
千
六
百
七
十
二
円
、
労
働
費
十
万
三
千
九
十
円
、
利
子
・
地
代
な
ど
二
万
回
千
五
百
二
十
八

円
で
、
総
計
十
二
万
七
千
六
百
十
八
円
で
あ
る
。
そ
こ
で
不
変
資
本
は
四
万
一
千
六
百
七
十
二
円
、
可
変
資
本
と
剰
余
価
値
の
合
計
は
十

二
万
七
千
六
百
十
七
円
で
あ
り
、
二
七
C
十
七

V
+
M
 
と
な
っ
て
お
り
、

さ
き
の
全
日
農
と
結
果
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
二
つ
の
中
間
を
と
っ
て
農
業
粗
収
益
の
七

O
Mが
農
業
所
得
に
相
当
す
る
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
百
一
万
四
千
ニ
百
四

十
円
と
な
る
。
月
給
に
し
て
約
九
万
五
千
円
た
ら
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
年
の
大
卒
の
平
均
八
万
八
千
円
を
約
七
千
円
上
回
る
。
だ
か

ら
五
二
年
度
の
米
価
で
は
、
約
十
九
万
を
得
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
必
要
と
な
る
。
し
か
も
、

の
ち
に
み
る

昏
迷
の
米
側
問
題

七



昏
迷
の
米
価
問
題

二
八

よ
う
に
「
機
械
化
貧
乏
」
と
い
う
農
機
具
へ
の
支
出
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
の
話
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
疑
問
が
残
ろ
う
。

そ
れ
は
都
市
の
勤
労
者
と
米
作
に
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
日
曜
、

土
曜
、
有
給
休
暇
の
計
百
日
と
み
、
賃
金
労
働
者
の
出
勤
日
数
は
年
間
二
百
六
十
五
日
と
み
て
よ
い
、

と
さ
れ
て
い

る
。
都
市
の
労
働
者
は
、

一
日
普
通
八
時
間
労
働
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
往
復
の
通
勤
時
間
を
加
え
、
十
時
間
と
考
え
る
な
ら
、
二
千
六
百

五
十
時
間
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
米
作
農
民
の
労
働
時
間
は
と
う
で
あ
ろ
う
か
。

農
林
省
の
調
査
で
は
、
百
五
十
キ
ロ
当
り
の
投
下
時
聞
は
、
昭
和
三
九
年
産
米
四
九
・
四
時
間
、
四

C
年
四
七
・
三
時
間
、

四
一
年
四

六
・
一
時
間
、

四
二
年
四
一
・
七
時
間
、
四
三
一
年
四

0
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
間
に
は
、

間
接
労
働
時
間
(
自
給
肥
料
、
水
利
賦
役

な
ど
の
)
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。

ぞ
れ
が
昭
和
五

0
年
度
産
米
で
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
八
一
・
五
時
間
、

一五

0
キ
ロ
当
り
二
一
了
五

時
間
へ
と
、
こ
こ
十
年
間
に
約
半
減
に
近
く
な
っ
て
い
る
。

い
ま
百
五
十
キ
ロ
当
り
一
一
一
了
五
時
間
を
採
用
し
て
考
え
て
み
る
と
、

一
俵
当
り
の
労
働
時
間
は
八
時
間
六
分
と
な
る
。

ま
え
の
計
算

に
よ
る
と
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
収
穫
が
八
四
俵
な
の
で
六
八

O
四
時
間
と
な
る
。

一
日
十
時
間
労
働
と
し
て
約
百
八
日
、
中
ん
で
あ
る
。
こ

れ
は
都
市
の
労
働
者
の
山
勤
数
二
百
六
十
五
日
の
四
分
の
一
強
で
あ
る
。
だ
か
ら
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
近
く
の
水
田
面
積
が
な
け
れ
ば
、
年
間

二
百
六
十
五
日
の
労
働
(
一
日
十
時
間
)
を
農
民
は
投
下
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
以
下
の
場
合
は
過
剰
労
働
を
他
の
仕

事
に
投
入
し
な
け
れ
ば
遊
休
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
他
方
、
米
作
所
得
の
面
か
ら
み
て
も
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
な

ら
、
今
年
の
米
価
で
年
間
所
得
三
百
四
万
二
千
七
百
二
十
円
、
月
収
二
十
五
万
三
千
円
余
と
な
り
、

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ら
、

四

O
O万
余

と
な
り
、
同
月
収
で
三
十
三
万
円
余
と
な
る
。



と
す
る
と
、
水
田
単
作
経
営
で
は
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
囚
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
け
れ
ば
、
都
会
並
み
の
生
活
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、

日
本
農
業
の
現
状
で
は
耕
地
面
積
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
農
家
が
、
全
農
家
の
七

O
Mを
占
め
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
僅
か

二
%
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
|
|
昭
和
五

O
年
の
一
戸
当
り
の
水
田
面
積
は
六
五
・
六
ア
ー
ル
で
あ
っ
た
i
i
l
、
こ
の
事
実
が
何
を
物

語
る
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

戦
後
の
農
業
を
見
守
っ
て
き
た
大
谷
省
三
教
授
が
「
昭
和
三
十
年
代
は
一

0
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
、
二
十
五
日
の
労
働
が
か
か
っ
た
の

に
現
在
は
十
日
し
か
か
か
ら
な
い
の
で
あ
り
、
十
五
、
六
年
前
な
ら
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ほ
ぼ
一
年
間
、
都
市
労
働
者
な
み
の
所
得
が

あ
っ
た
の
に
、
現
在
は
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
い
と
、
同
じ
所
得
が
あ
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
田
ん
ぼ
を
つ

く
っ
て
い
る
農
民
は
全
体
の
一

1
二
労
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
大
半
の
農
家
は
、
農
業
経
営
だ
け
で
み
る
と
倒
産
し
て
い
る
」

(
『
毎
日

新
調
』
五
二
年
七
月
三
十
日
)
と
の
べ
て
い
る
が
、

ま
っ
て
く
そ
の
遇
り
な
の
で
あ
る
。

乙
の
点
米
価
闘
争
の
必
然
的
背
景
で
あ
り
、
実
体
と
な
っ
て
い
る
米
ど
こ
ろ
農
家
の
家
計
に
つ
い
て
み
よ
う
。

『
朝
日
新
聞
』

(
七
月
一
九
日
)
は
宮
城
県
封
部
の
専
業
と
兼
業
農
家
の
家
計
の
実
体
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

〔
専
業
の
ば
あ
い
〕

「
遠
田
郡
南
郷
町
和
多
田
沼
、
横
地
幸
勝
さ
ん
(
二
八
)
は
水
田
コ
了
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
畑
地
十
ア
ー
ル
の
専
業
農
家
。

家
族
は
幸
勝
さ

ん
の
母
八
千
代
さ
ん
(
五
一
)
と
妻
清
子
さ
ん
つ
二
ハ
)
に
長
男
つ
一
つ
)
の
四
人
。

幸
勝
さ
ん
の
昨
年
の
米
出
荷
高
は
サ
サ
ニ
シ
キ
百
八
十
八
俵
、

サ
サ
ミ
ノ
リ
四
十
七
俵
、

キ
ヨ
ニ
シ
キ
二
十
二
俵
の
計
二
百
五
十
七

俵
。
野
菜
を
含
め
る
と
年
間
農
業
組
収
入
は
約
四
百
五
十
三
万
円
。

農
業
組
収
入
約
四
百
五
十
三
万
円
に
対
し
て
幸
勝
さ
ん
が
家
族
三
人
を
養
う
た
め
に
諸
経
費
を
引
い
て
手
に
し
た
農
業
純
利
益
約
百
一
一

昏
迷
の
米
価
問
題

二
九



昏
迷
の
米
価
問
題

。

十
九
万
円
。

で
は
、
農
業
粗
収
入
に
対
し
、
な
ぜ
純
益
が
少
な
い
の
か
Q

農
村
地
帯
を
回
る
と
ほ
と
ん
ど
の
農
家
の
物
置
に
年
間
、

一
週
間
か
ら
十

日
し
か
使
わ
な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
の
農
機
具
一
式
が
ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
幸
勝
さ
ん
方
も
農
機
具
が
び
っ
し
り
。

最
新
式
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、
除
草
機
、
乾
燥
機
、
散
り
ゅ
う
機
、
草
刈
り
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
も
み
す
り
機
、
精
米
機
、

モ
ー
タ
ー
三
基
、
総
額
約
四
百
九
十
万
円
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
ト
ラ
ク
タ
ー
、
乾
操
機
、
除
草
機
な
ど
を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
た
め
、
農
機
具
類
の
出
費
は
ニ
百
万
円
を

超
え
た
。
こ
の
ほ
か
コ
ン
バ
イ
ン
購
入
費
(
一
一
一
年
月
賦
)
三
十
万
円
。
」

円
兼
業
の
ぱ
あ
い
〕

「
古
川
市
西
荒
井
、

A
さ
ん
(
六
一
)
は
水
田
一
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
家
族
が
勤
め
な
ど
に
出
て
い
る
兼
業
農
家
。

家
族
は
夫
婦
と
長
男

夫
婦
、
三
女
と
孫
二
人
の
七
人
。

A
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
古
川
市
は
昨
年
十
二
月
に
東
北
自
動
車
道
が
開
通
、
現
在
は
東
北
新
幹
線
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
高
度
経
済
成
長
の
影
響
は
農
民
の
間
口
も
ふ
り
か
か
っ
て
い
る
。

A
さ
ん
方
の
水
田
の
一
部
も
東
北
白
動
連
道

路
線
敷
に
ひ
っ
か
か
り
、
四
十
八
年
に
約
九
百
万
円
の
補
償
が
は
い
っ
た
。

昨
年
の
米
出
荷
高
は
ト
ヨ
ニ
シ
キ
百
七
十
九
俵
で
農
業
組
収
入
約
二
百
八
十
万
円
。
こ
れ
に
長
男
の
日
か
せ
ざ
百
二
十
万
円
、
誘
致
工

場
に
勤
め
る
長
男
の
嫁
百
三
十
万
円
と
A
さ
ん
資
産
の
利
子
百
万
円
の
計
約
六
百
三
十
万
円
が
総
収
入
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
農
業
生

産
費
と
し
て
は
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
軽
四
輪
ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用
車
で
百
三
十
七
万
円
、
肥
料
、
農
業
代
な
ど
で
十
五
万
円
、
こ
れ
に

農
機
具
償
却
費
を
五
年
に
見
積
っ
て
九
十
万
円
で
、
純
生
活
費
は
一
一
一
百
八
十
八
万
円
。

『
農
機
具
の
過
剰
投
資
は
農
外
収
入
で
か
せ
ぐ
。

近
代
的
で
し
ょ
』
と
A
さ
ん
は
笑
う
。



A
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
区
で
は
農
業
世
帯
五
百
二
十
一
戸
中
、
専
業
農
家
は
五
十
九
戸
と
一
割
足
ら
ず
。

稲
作
に
よ
ろ
所
得
率
は
出
荷
し
た
総
収
入
の
六
、
七
割
が
安
定
経
営
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
農
機
具
は
二
、
三
年
で
新
機
種
が
は
い

り
、
も
の
に
よ
っ
て
は
部
品
が
な
く
な
る
機
種
も
あ
る
。
労
働
時
間
の
割
に
稲
作
生
産
費
の
中
で
農
機
具
費
用
が
高
率
を
占
め
、
農
家
の

家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
最
近
は
、
町
村
、
農
協
単
位
で
の
農
業
機
械
銀
行
の
設
立
運
動
の
勤
き
も
あ
る
が
、
気
象
の
変
化
の
激
し
い
東

北
地
方
で
は
、

田
植
え
も
刈
り
取
り
も
少
し
で
も
時
期
が
狂
う
と
収
種
に
影
響
す
る
た
め
、
農
機
具
の
稼
動
期
間
も
一
時
期
に
集
中
し
て

し
て
し
ま
い
、
共
同
化
で
き
ず
に
い
る
。
や
む
を
得
ず
『
機
械
化
貧
乏
』
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
実
情
だ
。
こ
れ
が
東
北
地
方
の
農
家
の

ジ
レ
ン
マ
で
も
あ
る
。
」
〔
海
老
沢

潔
記
者
〕

右
の
よ
う
に
専
業
の
ば
あ
い
も
兼
業
の
ば
あ
い
も
、
農
業
所
得
で
生
活
す
る
の
が
、
耕
地
面
積
が
十
分
に
あ
り
な
が
ら
、
苦
し
い
と
い

う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
〔
専
業
の
ぼ
あ
い
〕
を
み
て
も
、
水
田
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
え
ば
内
地
で
の
耕
地
面
積
平
均

均
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回
り
、
こ
の
よ
う
な
経
営
で
採
算
が
と
れ
な
け
れ
ば
、

日
本
農
業
に
狂
い
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
私
も

南
郷
町
に
は
、
高
度
成
長
期
の
初
期
に
ニ
年
連
続
農
村
調
査
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
豊
か
な
農
村
で
あ
り
、
当
時
で
水
田
一
へ
ク
タ
!

ル
あ
れ
ば
、
経
営
が
ト
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
調
査
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
純
利
益
百
二
十
九
万
円
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
月
額
に
し
て
、
約
十
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
で
家
族
三
人
を
養
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
苦
し
い
。

〔
兼
業
の
ば
あ
い
〕
を
み
る
と
水
田
が
一
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
な
が
ら
、

そ
し
て
兼
業
収
入
と
利
子
の
合
計
三
百
五
十
万
を
あ
げ

な
が
ら
、
純
生
活
費
は
三
百
八
十
八
万
円
で
、
約
三
十
八
万
円
し
か
農
業
か
ら
の
生
活
費
繰
り
入
れ
が
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
く
ほ
か

は
な
い
。

海
老
沢
記
者
は
、

(

4

)

 

「
機
械
化
貧
乏
L

が
そ
の
有
力
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
し
て
そ
れ
は

E
し
い
の
だ
が
、
他
方
、

昏
迷
の
米
価
問
題
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米
価
が
、
生
産
費
を
補
償
し
て
い
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
大
農
具
の
減
価
償
却
費
な
ど
が
生
産
費
を
構
成
し
て
い
る
の
だ

が
、
農
家
の
多
く
が
、
借
金
ま
で
し
て
農
機
具
を
購
入
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
借
金
部
分
が
、
農
産
物
価
格
か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
の
低
農
産
物
価
格
に
問
題
が
あ
る
。

農
業
は
貧
乏
産
業
で
あ
る
と
い
わ
れ
つ
づ
け
て
き
た
が
、
日
本
農
業
の
な
か
で
適
者
生
存
、
弱
肉
強
食
的
経
済
法
則
は
毎
年
貫
徹
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
っ
。

(
4
〉
こ
こ
数
年
農
機
具
の
稼
動
は
目
覚
し
い
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、
耕
運
機
、
田
植
機
な
ど
戦
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
普
及
で
あ
る
。
田
植
機
な
ど

日
本
の
水
田
耕
作
は
機
械
化
し
難
い
と
い
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
昭
和
五
一
年
に
は
百
万
台
を
突
破
し
、
機
械
田
植
の
水
田
面
積
は
全
国
で
七

O
M

を
こ
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
農
機
具
の
普
及
が
、
農
業
労
働
生
産
力
を
向
上
さ
せ
、
労
働
の
節
約
、
労
働
の
軽
減
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
他
方
H

機
械

化
貧
乏
u

と
い
う
一
一
口
葉
の
よ
う
に
、
血
塗
不
経
済
に
与
え
る
そ
の
経
済
的
負
担
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
。
ア
年
に
十
日
ぐ
ら
い
の
稼
働
し
か
な
い
何
百

万
円
も
の
機
械
。
オ
ー
ト
バ
イ
が
十
万
円
を
切
っ
て
久
し
い
と
い
う
の
に
、
三
馬
力
程
度
の
田
植
機
が
二

O
万
円
以
上
も
す
る
と
い
う
現
実
。

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
派
手
な
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
農
機
具
の
宣
伝
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
-
年
の
う
ち
の
わ
ず
か
な
時
間
し
か
使
用

き
れ
な
い
農
機
具
の
修
理
や
部
品
不
足
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
悪
く
、
数
年
の
う
ち
に
買
い
換
え
さ
せ
、
り
れ
る
場
合
が
多
い
。
農
機
具
、
肥

料
、
農
楽
は
年
ご
と
に
高
騰
を
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
農
家
が
米
価
値
上
げ
要
求
を
す
る
一
因
が
高
過
ぎ
る
農
機
具
に
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
米
の
原
価
計
算
が
細
自
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
機
具
の
原
価
計
算
が
何
故
細
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
公
表
さ

れ
な
い
の
か
。
農
機
業
者
の
収
益
状
況
に
つ
い
て
『
農
民
新
聞
』
の
五
二
年
五
月
五
日
号
は
別
表
を
掲
げ
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
こ

に
高
過
ぎ
る
農
機
で
メ
ー
カ
ー
大
儲
け
の
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
別
表
に
み
る
よ
う
に
、
放
慢
経
営
倒
産
の
佐
藤
造
機
(
現
在
は
三
菱
系
)
の
四
四
、
四
六
年
度
を
除
く
と
、
異
常
な
収
益
の
伸
び
で
あ
る
。
と

く
に
四
八
年
以
降
の
経
済
不
況
の
中
で
の
ボ
ロ
儲
け
ぶ
り
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
機
メ
ー
カ
ー
は
、
昭
和
四
八
年
秋
の
い
わ
ゆ
る
『
石
油
危
機
』
に
便
乗
し
、
同
年
末
か
ら
一
年
間
に
約
三

O
M

と
い
う
大
幅
な
値
よ
げ
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
九
年
度
決
算
で
み
る
と
、
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
久
保
田
が
経
常
利
益
四
百
九
億
三
千
六
百
万
で
前



農機メーカの収益状況

(単位・・百万円)

年同と~\ 久保田鉄工 井関農機 佐藤造機

売 上 高 47，278 11 ，480 2，805 
35 
経常利益 5，846 589 152 

売 上 高 82，297 15，706 7，771 
40 
経常利益 9，127 517 334 

売 上 高 208，901 30，231 18，626 
45 
経常利益 15，710 1，508 ..... 145 

で7をEま 上 高 205，467 26，891 
46 
経常利益 12，493 403 ..... 1，09 

売 上 高 238，122 24，447 
47 
経常利益 18，983 44 

売 上 高 336，021 37，042 
48 
経常利益 27，131 163 888 

売 上 高 424，782 67，936 34，311 
49 
経常利益 40，936 1，933 2，937 

売 上 高 410，080 87，022 38，314 
50 
経常利益 36，594 5，694 1，437 

売 上 高 ※ 222，927 107，557 44，286 
51 
経常利益 ※ 21，431 9，022 1，186 

昏
迷
の
米
価
問
題

出典:有価証券報告書(通産省〕

(注〉※印は上期分

佐藤造機のみ (46年=45年 1 月 ~46年 3 月・ 48年=46年 4 月 ~48年12月)
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四

年
の
約
五
一
労
増
、
井
関
農
機
に
い
た
っ
て
は
、
前
年
の
約
一
一
倍
の
百
九
十
三
億
三
千
万
。
ま
た
、
三
菱
佐
藤
造
機
も
い
っ
き
ょ
に
収
益
を
伸
ば

し
て
井
関
を
追
い
越
す
二
百
九
十
三
億
七
千
万
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
い
き
お
い
は
五

O
、
五
一
年
度
も
つ
づ
き
、
久
保
田
は
五

O
年
決
算
で
三
百
六
十
億
六
千
万
、
五
一
年
は
上
半
期
で
す
で
に
二
百
十
四

億
に
達
し
て
い
る
。
一
方
井
関
は
五

O
年
が
前
年
約
五
倍
、
五
一
年
も
四
八
年
水
準
の
約
五
五
倍
の
経
常
利
益
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
す
さ
ま
じ
さ

だ
す
で
に
農
機
需
要
は
停
滞
し
て
田
植
機
な
と
は
値
く
ず
れ
状
態
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
メ
ー
カ
ー
は
こ
条
植
え
を
四
条
植
え
に
転
換
さ
せ
よ
う

と
す
る
な
ど
割
高
な
農
機
の
売
り
込
み
を
ネ
ラ
ッ
て
い
る
。
」

戦
前
の
日
本
農
民
の
多
く
は
、
小
作
農
と
し
て
、
五
公
五
民
の
現
物
小
作
料
を
地
主
か
ら
収
奪
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
こ
の
小
作
料
負
担
は
消
滅

し
た
が
、
そ
し
て
農
民
の
生
活
に
顕
著
な
変
化
が
生
じ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
農
民
が
全
農
民
の
七
割
を
占
め
て

い
る
。
農
業
の
機
械
化
も
決
し
て
農
民
の
利
益
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
考
察
か
ら
で
も
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
の
水
田
経
営
者
で
も
現
在
の
米
価
で
は
都
市
な
み
の
生
活
水
準
を
鮭
持
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
農
業
の
機
械
化
に
よ
る
負
担
は
農
家
経
済
に
相
当
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
高
米
価
宣
伝

が
し
き
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
事
J

実
は
次
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
借
金
の
上
昇
率
に
く
ら
べ
て
生
産
者
米
価
の
上
昇
率
は
極
め
て
低

く
、
し
か
も
そ
の
賃
金
の
上
昇
率
も
物
価
の
上
昇
率
に
く
ら
べ
て
低
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
高
米
価
な
ど
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
な
る

ほ
と
国
際
価
格
に
く
ら
べ
て
園
内
価
絡
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
高
い
か
低
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
費
以
上
の

価
格
|
|
例
え
ば
独
占
価
格

!
lな
ら
高
く
、

生
産
費
以
下
な
ら
安
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
際
価
格
の
比
較
は
簡
単
に
す
べ
き

で
は
な
い
。
も
し
日
本
の
米
の
価
格
が
ア
メ
リ
カ
の
倍
だ
か
ら
、
三
分
の
一
に
値
下
げ
せ
よ
、
と
い
う
理
論
が
通
用
す
る
な
ら
、
逆
に
日

本
の
賃
金
労
働
者
の
賃
金
が
ア
メ
リ
カ
の
二
分
の
一
だ
か
ら
、
日
本
の
労
働
者
の
賃
金
を
こ
倍
に
せ
よ
、
と
い
ウ
理
論
も
適
用
さ
ぜ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
際
的
物
価
の
較
差
や
賃
金
の
較
差
を
こ
の
よ
う
に
是
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら



過去25年聞の生産者米価上昇指数は，春闘賃上げ上昇指数の3分の 1

年
生産者米側アップ率 春闘賃上げ率

次 生産者米価(同ア ブ卒!昭初年を100 昭30年を100 春賃上げ率闘ツ とした指数 とした指数

円 F話 % 

昭30年 4，064 100.0 100.0 

31 4，028 。 99.1 106.3 6.3 
据

32 4，129 2.5 101. 6 115.4 8.6 
置

33 4，129 。 101. 6 121.9 5.6 
き

34 4，133 。 101. 7 129.8 6.5 

35 4，162 。 102.4 141.1 8.7 

36 4，421 6.2 108.8 160.6 13.8 

37 4，866 10.1 119.7 177.8 10.7 

38 5，268 8.3 129.6 193.9 9.1 

39 5，985 13.6 147.3 218.0 12.4 

40 6.538 9.2 160.9 241.1 10.6 

41 7.140 9.2 175.7 266.7 10.6 

42 7，797 9.2 191. 9 300.0 12.5 

43 8，256 5.9 203.1 240.8 13.6 

44 8，256 。 203.1 15.8 
据

45 8，272 置 。 203.5 467.7 18.5 
き

46 8，522 3.0 209.7 546.7 16.7 

47 8，954 5.1 220.3 630.3 15.3 

48 10，301 15.0 253.5 757.0 20.1 

49 13，615 32.2 335.0 1，006.1 32.9 

50 15，570 14.4 383.1 1， 137.9 13.1 

51 16，572 6.4 407.8 1，238.0 8.8 

昏
迷
の
米
価
問
題

五

(大阪総評号外， 1977年6月27日〉
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一六

の
国
際
的
較
差
な
る
も
の
は
、
国
際
間
で
は
資
本
と
労
働
力
の
自
由
移
動
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
米
価
に

つ
い
て
も
、
国
際
価
格
の
比
較
で
高
い
低
い
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
の
生
産
者
米
価
は
生
産
費
に
く
、
り
べ
て
安
い
と
い
う
こ
と

こ
そ
真
実
で
あ
る
。

も
し
高
い
生
産
物
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
原
何
の
数
倍
で
売
ら
れ
て
い
る
独
占
価
格
の
商
品
で
あ
る
。
し
か
も
、
独
禁

法
で
原
価
の
公
表
と
い
う
改
正
案
を
出
し
て
も
、

そ
れ
が
実
現
せ
ず
、
原
価
を
企
業
秘
密
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
米
が
高

い
と
い
う
批
判
を
、
独
占
価
格
は
高
い
と
い
う
批
判
に
振
り
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
消
費
者
は
、

生
産
者
米
価
が
高
く
な
れ
ば
困
る

と
い
う
が
、
原
価
以
下
の
生
産
者
米
価
に
で
は
な
く
、
独
占
価
格
、

公
共
料
金
、
税
金
な
ど
の
収
奪
に
こ
そ
反
対
の
戸
を
あ
げ
、
生
産
者

米
価
を
通
し
て
、
農
民
の
自
家
労
賃
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
農
民
の
た
た
か
い
を
こ
そ
支
援
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

現
在
の
野
党
、
消
費
者
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
は
、
農
民
の
米
価
闘
争
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
農
村
と
都
市
の
連
帯

な
ど
は
到
底
あ
り
え
な
い
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
理
解
は
次
第
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
生
産
者
米
価
が
値

上
る
か
ら
、
勤
労
者
の
家
計
が
苦
し
く
な
る
の
で
は
な
く
、
賃
金
が
安
く
、

か
つ
独
占
物
価
な
ど
の
収
奪
が
あ
る
か
ら
生
活
が
苦
し
い
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
賃
金
が
上
り
、
農
産
物
価
格
が
上
り
、
国
際
競
争
力
が
低
下
し
、
外
国
食
糧
の
輸
入
が
縮
小
す
る
な

ら
、
日
本
経
済
は
ど
う
な
る
か
、

と
い
う
疑
問
が
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
資
本
主
義
の
必
然
的
に
提
起
す
る
右
の
矛
盾
を
ど
う
す
る
の

か
、
と
い
う
疑
問
に
は
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
は
、
今
日
の
自
由
主
義
経
済
体
制
を
ど

う
す
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
国
民
の
選
択
i
1
1時
間
を
か
け
た
l
i
i
の
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



七

食
糧
の
自
給
と
輸
入

七
月
一
人
目
、
農
民
団
体
共
闘
会
議
主
催
の
米
価
闘
争
第
四
次
中
央
大
会
は
六
千
名
を
超
え
る
参
加
の
も
と
で
聞
か
れ
、
次
の
決
議
を

行
っ
た
。《

食
糧
自
給
確
立
へ
の
農
政
転
換
を
要
求
す
る
決
議

世
界
的
な
食
糧
需
給
の
逼
迫
基
調
は
依
然
と
し
て
変
ら
ず
、
国
際
食
糧
が
戦
略
物
資
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
今
日
、

そ
の
多
く
を
海

外
に
依
存
し
て
い
る
わ
が
国
に
と
っ
て
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
政
府
は
、
食
糧
自
給
確
立
と
い
う
全
国
民
的
合
意
に
そ
む
き
、
策
を
持
た
ず
海
外
食
糧
依
存
策
を
農
政
の
中

心
に
お
き
、
さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
政
府
は
大
量
に
輸
入
し
た
農
畜
産
物
を
も
っ
て
園
内
の
食
糧
需
給
操
作
を
行

な
い
つ
つ
、
米
を
は
じ
め
農
畜
産
物
価
格
を
不
当
に
抑
圧
し
て
来
て
い
る
。
ま
さ
に
政
府
が
作
っ
た
「
過
剰
」
で
あ
り
一
方
的
な
農
民
抑

圧
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
米
価
を
、
畜
産
物
価
格
を
抑
え
、
な
お
こ
れ
以
外
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
低
い
水
準
に
抑
え
る
と
い

う
現
在
の
農
政
の
も
と
で
は
、
農
民
に
生
き
る
術
は
な
く
、
食
糧
自
給
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
、
農
民
の
生
活
が
農

業
で
な
り
立
ち
、
農
業
生
産
に
励
め
る
よ
う
、
主
要
食
糧
で
あ
る
米
麦
を
は
じ
め
国
内
生
産
の
増
強
と
価
格
保
障
を
中
心
と
し
た
農
政
へ

の
転
換
要
求
と
し
て
、
政
府
に
対
し
左
記
事
項
の
実
現
を
強
く
要
求
す
る
。

記

一
、
食
糧
の
圏
内
自
給
確
立
の
た
め
、
食
糧
の
海
外
依
存
政
策
を
根
本
的
に
改
め
、
食
用
麦
等
農
畜
産
物
の
輸
入
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と

昏
迷
の
米
価
問
題
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昏
迷
の
米
価
問
題

ノi¥

二
、
主
要
農
産
物
に
対
す
る
価
格
保
障
制
度
を
確
立
し
、

生
産
に
投
下
さ
れ
た
諸
費
用
の
完
全
回
収
と
投
下
労
働
に
正
当
な
都
市
な
み
所

得
を
補
償
す
る
こ
と
。

、
米
以
外
の
主
要
国
民
食
糧
に
も
食
管
制
を
適
用
す
る
こ
と
。

四
、
現
在
、
最
も
不
足
し
早
急
に
生
産
拡
大
を
必
要
と
す
る
農
畜
産
物
(
麦
・
大
豆
・
と
う
も
ろ
こ
し
・
飼
料
作
物
等
)
を
は
じ
め
各
種
農
畜

産
物
の
自
給
確
立
の
た
め
、

生
産
目
標
を
た
て
、

そ
の
達
成
を
は
か
る
た
め
生
産
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

五
、
農
業
へ
の
重
点
的
投
資
を
行
な
う
と
と
も
に
、
地
域
農
業
と
農
民
の
実
態
に
即
し
た
土
地
の
高
度
利
用
、
複
合
経
営
育
成
の
た
め
の

技
術
的
基
盤
と
農
民
の
自
主
的
相
互
協
力
関
係
作
り
な
ど
へ
の
援
助
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
農
業
用
生
産
資
材
価
格
を
大
幅
に
引
下
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
、
決
議
す
る
。
》

右
の
要
求
は
、
農
民
の
立
場
か
ら
、
国
内
農
業
を
発
展
さ
せ
、
外
国
食
糧
の
輸
入
を
制
限
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
農
民
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
米
の
過
剰
宣
伝
も
、
外
国
食
糧
の
輸
入
に
よ
っ
て
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
じ
そ
う

だ
。
も
し
食
糧
輸
入
を
ゼ
ロ
に
し
、
国
内
需
要
を
国
内
農
産
物
で
み
た
す
よ
う
巳
す
る
な
ら
、
過
剰
問
題
は
解
消
す
る
。
し
か
し
財
界
・

政
府
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
と
て
も
受
け
い
れ
難
い
こ
と
で
あ
る
。

七
月
二

O
自
の
『
毎
日
新
聞
』
は
「
麦
の
輸
入
や
め
ろ
」
の
見
出
し
で
、
米
作
農
民
デ
モ
が
警
官
と
小
ぜ
り
合
い
を
し
た
と
し
て
以
下

の
記
事
を
掲
げ
て
い
た
。

「
コ
メ
が
だ
ぶ
つ
く
の
は
、

輸
入
小
麦
の
せ
い
だ
i
i
l
と
農
民
団
体
共
闘
会
議
(
全
日
農
、
会
腕
設
総
連
な
ど
五
団
体
)
の
農
民
グ
ル
ー
プ

約
二
千
百
人
が
、
十
九
日
正
午
か
ら
、
東
京
・
晴
海
の
饗
明
橋
公
園
で
『
外
麦
輸
入
反
対
』
の
抗
議
集
会
を
聞
き
、
晴
海
ふ
頭
の
周
辺
を



激
し
く
デ
モ
し
た
。
十
八
日
か
ら
聞
か
れ
た
米
価
審
議
会
の
会
場
前
広
場
に
座
り
込
ん
で
い
る
農
民
た
ち
で
、
昨
年
比
二
・
瓦
勿
ア
ッ
プ

の
低
米
価
諮
問
案
の
大
き
な
原
因
は
、
麦
を
輸
入
し
す
ぎ
て
消
費
者
を
か
米
離
れ
u

さ
せ
た
た
め
、

と
主
張
、
米
価
闘
争
史
上
初
め
て
の

麦
輸
入
反
対
デ
モ
を
行
っ
た
。

農
民
た
ち
は
、
米
作
を
減
ぼ
す
外
麦
輸
入
を
や
め
よ
、
自
民
党
農
政
を
葬
れ
、

な
ど
と
書
い
た
ム
シ
ロ
旗
、

ノ
ボ
リ
を
押
し
立
て
て
、

同
公
園
か
ら
東
京
に
面
し
た
晴
海
ふ
頭
へ
。

時
析
激
し
い
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
、
警
官
隊
と
小
ぜ
り
合
い
が
続
い
た
寸
と
く
に
日
本
製
粉
晴
海
工
場
(
中
央
晴
海
二
の
四
)
前
で
は
そ
び
え

立
つ
麦
貯
蔵
サ
イ
ロ
に
向
か
っ
て
一
段
と
H

麦
は
出
て
い
け
u

の
戸
が
高
ま
っ
た
。
驚
い
て
工
場
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
従
業
員
た
ち
は

突
然
の
か
麦
を
や
め
て
コ
メ
を
食
え
u

の
デ
モ
に
キ
ョ
ト
ン
と
し
た
表
情
。
デ
モ
隊
は
晴
海
通
り
を
数
寄
屋
橋
ま
で
行
進

L
た。

米
価
値
上
げ
で
農
昆
と
共
闘
中
の
消
費
者
側
の
団
体
H

食
管
連
u

ほ
n
都
会
の
消
費
者
の
気
持
を
考
え
る
と
麦
を
や
め
て
コ
メ
を
食
え

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
a

(
福
田
勝
代
表
〉
と
農
民
デ
モ
へ
は
積
植
的
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。

一
人
当
た
り
の
米
の
年
間
消
費
量
は
、
一
ニ
十
五
年
の
一

O
四
・
九
キ
ロ
か
ら
、
五
十
年
に
は
八
八
・
一
キ
ロ
ま
で
減
っ
て
お
り
、
特
に

都
市
で
は
五
一
・
一
キ
ロ
と
急
激
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
」

右
の
記
事
は
多
く
の
考
え
さ
せ
る
問
題
を
与
え
て
い
る
。
な
ぜ
輸
入
す
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
量
の
一
一
一
分
の
一
を
日
本
が

輸
入
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
生
産
が
消
費
を
つ
く
る
と
マ
ル
ク
ス
は
の
べ
て
い
る
が
、
麦
輸
入
が
日
本
人
の
味
覚
を
変
え
た
と
い
う
事

実
、
学
校
給
食
に
パ
ン
を
優
先
さ
せ
て
き
た
意
味
、
こ
れ
ら
の
解
答
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
次
第
に
真
実
と
し
て
知
ら
れ
つ
つ
あ
る
正
し

い
解
答
、

そ
れ
は
「
日
本
の
工
某
製
品
輸
出
の
た
め
に
は
、
外
圃
か
ら
大
量
の
農
産
物
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
高
度
成
長
の
蔭
の
部
分
が
農
業
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
息
は
吸
う
た
め
に
は
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

は
く
た
め
に
は
吸

昏
迷
の
米
価
問
題
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迷
の
米
側
問
題

回。

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輸
出
の
た
め
に
は
輸
入
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
誌
上
、
問
題
は
何
を
輸
入
す
る
か
な
の
で
あ
る
。

政
府
・
財
界
は
ア
メ
リ
カ
へ
わ
が
国
の
工
業
製
品
を
大
量
に
輸
出
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

ぃ
。
原
料
品
、
化
学
品
、
機
械
機
器
、
鉄
く
ず
、
原
皮
(
牛
皮
、
羊
皮
〉
、
植
物
油
脂
原
料
、
木
材
、
パ
ル
プ
、
石
炭
、
液
化
天
然
ガ
ス
、
電

子
計
算
機
、
航
空
機
、
精
密
機
械
、
医
療
品
、

そ
の
他
多
く
の
品
目
を
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
が
、
農
産
物
の
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
輸
入
の
割
合
は
極
め
て
大
き
い
。

わ
が
国
は
輸
出
入
と
も
ア
メ
リ
カ
を
第
一
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
約
四
分
の
一
が
ア
メ
リ
カ
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
二
位
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
毎
年
の
貿
易
統
計
を
み
れ
ば
こ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
く
に
日
本
は

ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
量
の
三
分
の
一
を
輸
入
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
が
割
安
で
あ
る
以
上
、
経
済
法
則
に
し
た
が
っ
て
輸

入
し
、
日
本
の
農
業
に
圧
迫
を
与
え
て
も
よ
い
、

と
い
う
論
理
も
な
り
立
つ
。
事
実
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も
屡
々
主
張
さ
れ
、
日
本
の
農

民
は
甘
え
て
い
る
、
と
も
宣
伝
さ
れ
る
。

し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、

カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
と
、

い
ず
れ
も
農
産
物
輸
出

国
で
あ
り
、
輸
出
国
と
い
う
こ
と
は
、
閏
内
需
要
量
を
上
回
る
過
剰
生
産
国
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
米
は
首
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
自
給
率
で
あ
り
、
と
も
か
く
、

日
本
の
農
産
物
の
な
か
で
は
、
た
だ
一
つ
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
作
目
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他

の
農
作
物
よ
り
は
、
多
く
の
農
村
地
帯
で
は
、
米
が
目
下
の
と
こ
ろ
、
安
い
な
が
ら
も
最
も
安
定
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ

へ
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
安
い
農
産
物
が
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
く
る
な
ら
、
日
本
の
農
村
の
衰
退
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
農
産
物
を
輸
入
し
な
い
で
、
日
本
の
農
業
を
保
護
安
定
さ
せ
る
な
ら
、
日
本
の
経
済
界
は
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
の
見
返
り
と
し
て
の

輸
入
が
不
足
す
る
。
そ
の
う
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
平
和
憲
法
の
下
で
戦
争
を
放
棄
し
た
日
本
に
と
っ
て
は
、

か
つ
て
の
よ
う
な
食

糧
自
給
が
国
の
存
亡
に
か
か
わ
る
と
い
う
事
態
は
消
滅
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
食
糧
自
給
に
か
け
る
熱
意
も
消
え
て
い

る
。
こ
う
し
て
農
民
犠
牲
の
方
向
が
、
高
度
成
長
を
支
え
る
路
線
と
し
て
、
農
基
法
農
政
の
美
名
の
下
で
遂
行
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。



食
糧
の
自
給
か
輸
入
か
、

と
い
う
問
題
は
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
経
済
政
策
の
根
本
問
題
で
も
あ
り
、
日
本
の
農
政
は
、
こ
の
経
済

政
策
に
従
属
し
て
決
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
右
の
問
題
の
解
決
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
え
ば
、
政
府
・
財
界
の
立
場
か
ら
は
、
徐
々
に
、
な
し
崩
し
的
に
、

日
本
農
業
の
体

質
を
変
え
、
国
際
競
争
力
に
耐
え
う
る
大
型
農
家
育
成
を
目
指
し
な
が
ら
、
農
業
全
体
の
比
重
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
政
負
担
か
ら
ま
ぬ
が
れ
、
多
国
食
糧
輸
入
体
質
を
つ
く
り
、

工
業
製
品
輸
出
優
先
を
継
続
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。国

際
分
業
の
今
日
、
割
安
の
品
を
輸
入
し
、
付
加
価
値
の
多
い
工
業
製
品
を
輸
出
し
て
、
国
の
繁
栄
を
は
か
る
こ
と
は
、

ぞ
れ
が
う
ま

く
ゆ
け
ば
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

切
り
捨
て
ら
れ
る
過
程
で
の
農
家
の
苦
し
さ
は
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
そ
こ
に
残
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
う
え
、

工
業
製
品
の
輸
出
と
い
う
こ
と
自
体
、
世
界
的
不
況
、

つ
ま
り
過
剰
生
産
の
な
か
で
矛
盾
に
直
面
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
単
に
農
業
の
み
な
ら
ず
、
経
済
界
に
と
っ
て
も
現
状
打
開
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

一ュ

l
ス
は
屡
々
報
道

さ
れ
て
い
る
。
『
毎
日
新
聞
』
(
五
二
年
八
月
二
日
行
は
「
日
米
経
済
戦
争
」
と
い
う
見
出
し
の
下
に
「
日
米
両
国
の
経
済
関
係
に
再
び
赤

信
号
が
つ
い
た
。
こ
の
ま
ま
日
本
が
輸
出
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
と
、
秋
に
は
日
米
間
で
円
何
か
が
起
こ
り
』
そ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
大
変
な

円カ
l
タ
i
・
シ
ョ
ッ
ク
』
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
べ
、

ア
メ
リ
カ
の
例
え
ば
繊
維
産
業
の
職
場
は
ク
ジ
ラ
の
よ
う
に
絶
滅
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
、

「
我
々
は
今
こ
そ
政
府
が
、
仕
事
と
自
分
た
ち
の
尊
厳
を
維
持
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
二
百
三

十
万
の
繊
維
労
働
者
の
た
め
に
、

チ
エ
と
深
い
配
慮
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
繊
維
会
社
の
新
聞

の
一
一
回
広
告
で
の
記
事
を
紹
介
し
、
ま
た
家
庭
電
器
の
犬
手
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ニ
ス
社
が
「
バ
カ
野
郎
切
口
口
付
一
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と

で
、
日
本
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
対
米
輸
出
増
へ
の
非
難
広
告
を
出
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、
反
日
ム

l
ド
の
ま
ん
延
と
対
日
報
復
ム

昏
迷
の
米
価
問
題

四
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迷
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i
ド
に
つ
い
て
警
&
口
L
て
い
る
。

こ
う
じ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
現
在
の
米
価
問
題
が
、
単
に
日
本
の
国
内
の
米
作
農
民
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
及
び
世
界

で
の
農
産
物
の
過
剰
問
題
と
、
そ
こ
へ
工
業
製
品
の
過
剰
問
題
が
結
び
つ
き
、
国
際
聞
の
輸
出
入
問
題
と
な
宇
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
長
期
的
か
っ
根
源
的
に
考
え
、
飛
躍
的
結
論
を
い
う
な
ら
、
現
在
の
日
本
の
米
価
問
題
は
、
生
産
と
消
費
の
矛
盾
、
社
会
的
国

際
的
分
業
と
、
私
的
・
資
本
主
義
的
所
有
の
矛
盾
の
発
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

コ
メ
が
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
、
小
麦
が
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
、

そ
れ
が
需
要
を
上
回
っ
て
国
際
的
に
存
在
し
、

工
業
製
品
等
の
輪

出
入
問
題
と
の
関
連
で
日
本
の
農
政
を
決
定
づ
け
る
。
あ
の
昭
和
四
四
年
か
ら
の
減
産
・
転
作
・
米
価
据
置
き
と
い
う
、
農
民
に
農
政
不

信
を
与
え
た
措
置
が
、
資
本
主
義
経
済
の
矛
盾
の
発
現
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

し
か
も
、
資
本
主
義
経
済
を
前
慢
と
す
る
限
り
、
農
民
は
米

佃
闘
争
を
、
労
働
者
は
春
闘
を
毎
年
続
け
ざ
る
を
え
な
い
宿
命
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
学
術
会
議
の
食
糧
問
題
特
別
委
員
会
委

員
長
の
大
谷
省
三
教
授
は
「
農
業
を
ど
う
す
る
」
と
い
う

『
毎
日
新
聞
』
〈
五
二
年
七
月
三
十
日
〉
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、

米
作
り
偏

重
と
行
き
過
ぎ
た
機
械
化
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
質
問
に
「
日
本
農
業
の
体
質
を
変
え
る
拠
点
と
し
て
畜
産
の
や
り
方
に
一
つ
の
提
案

を
じ
た
い
。

一
農
家
が
に
わ
と
り
を
十
羽
、
豚
を
一

i
二
頭
、
牛
か
や
ぎ
を
一
頭
ず
つ
鋼
う
こ
と
だ
。
こ
れ
な
ら
ば
人
間
の
食
べ
残
り
や

草
な
ど
で
飼
え
る
し
、

し
か
も
老
人
が
世
話
で
き
る
程
度
だ
。
こ
れ
は
機
械
化
で
し
か
も
老
人
が
世
話
で
き
る
程
度
だ
。
こ
れ
は
機
械
化

で
仕
事
の
な
く
な
っ
た
老
人
に
は
む
し
ろ
生
き
が
い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
大
谷
教
授
は
「
日
本
の
工
業
製
品
の
輸

出
に
食
糧
輸
入
が
見
合
う
と
い
う
工
業
の
高
度
成
長
」
の
政
策
と
「
日
本
の
食
糧
政
策
が
ア
メ
リ
カ
の
カ
サ
の
下
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
多
角
経
営
の
一
部
に
小
規
模
畜
産
を
導
入
せ
よ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
提
言
は
屡
々
き
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
果
し
て
日
本
農
業
の
未
来
は
こ
う
し
た
方
向
で
改
善
さ
れ
る
の
で



あ
ろ
う
か
。

今
年
の
生
産
者
米
価
が
、
か
り
に
一
俵
二
万
円
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

姓
で
は
百
万
円
で
あ
り
、
実
際
の
所
得
を
そ
の
六
割
と
み
て
も
、
六
十
万
円
(
月
五
方
円
)
に
過
ぎ
な
い
。

一
反
(
一

0
ア
ー
ル
)
当
り
の
収
穫
十
俵
と
し
て
、
五
反
百

そ
こ
へ
農
機
具
等
購
入
金
な

と
を
考
え
る
と
、

や
は
り
、
大
谷
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
小
規
模
畜
産
を
導
入
す
る
こ
と
も
一
つ
の
途
で
は
あ
る
が
、
何
と
し
て
も
、

現
在
の
生
産
者
米
価
で
は
ダ
メ
で
あ
る
、

と
い
え
よ
う
。
何
か
現
状
の
下
で
の
改
善
策
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
自
民
党
農
政
の

も
と
で
は
ど
う
あ
が
い
て
も
駄
目
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

レ
l
ニ
ン
は
か
つ
て
「
資
本
主
義
の
下
で
零
細
農
民
の
生
き
る
途
は
な
い
L

と
の

べ
て
い
た
が
、

で
は
日
本
の
農
民
は
社
会
主
義
に
そ
の
活
路
を
見
出
す
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
農
氏
の
現
状
か
、
り
す
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
そ
の

よ
う
な
意
識
の
芽
生
え
は
あ
っ
て
も
、
広
が
り
は
な
い
。
日
本
の
米
価
問
題
、
農
業
問
題
は
日
本
の
国
家
権
力
の
性
格
と
離
れ
難
く
結
び

違つ
L、L、
なて
L、L、
でる
あ問
ろ題
う?で
。ふあ

る
以
上

日
本
の
国
民
と
く
に
労
働
者
・
農
民
の
意
識
の
変
革
が
米
価
問
題
解
決
の
決
定
要
因
で
あ
る
こ
と
は
間

(

5

)

食
糧
自
給
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
的
負
担
の
増
大
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
農
産
物
の
価
格
保
証
政
策
を
米
以
外
の
主
要
農
産

物
に
拡
大
し
た
場
合
と
う
な
る
か
、
と
し
て
、
小
麦
生
産
を
例
に
経
済
評
論
家
の
安
達
厳
氏
は
『
毎
日
新
聞
』
〈
豆
二
年
七
月
二
三
日
〉
の
t

「
編
集

者
の
手
紙
」
欄
で
、
現
在
自
給
率
が
四
%
に
す
ぎ
な
い
小
麦
の
生
産
を
当
面
五
倍
の
二
O
%
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
日
本
共
産
党
の
提
言
は
対
し
、

次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
共
産
党
の
試
算
に
よ
る
と
、
小
麦
作
に
米
な
み
の
の
労
働
報
酬
を
保
証
す
る
と
、
六

0
キ
ロ
当
た
り
生
産
費
は
二
一
、
四
九
二
円
(
ト
ン
当
た
り

二
O
八
、
二
O
O
円
〉
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
政
府
は
六
0
キ
ロ
当
た
り
六
、
五
七
四
円
(
同
一
O
九
、
五
六
七
円
)
で
製
粉
会
社
に
売
却

す
る
か
ら
、
そ
の
差
損
(
赤
字
)
は
、
六

0
キ
ロ
当
た
り
五
、
九
一
八
円
(
同
九
八
、
六
三
三
円
)
と
な
る
の
で
、
増
産
に
よ
る
政
府
買
入
れ
数
量

を
九
十
四
万
四
千
ト
ン
と
す
る
と
、
差
損
の
総
額
は
九
三
一
億
円
に
達
す
る
。
こ
の
一
千
億
円
弱
の
赤
字
は
、
現
在
の
大
企
業
本
位
の
財
政
や
税
制

を
改
革
す
る
こ
と
で
、
十
分
穴
埋
め
で
き
る
か
ら
心
配
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

昏
迷
の
米
価
問
題

四
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迷
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四
四

一
見
よ
い
こ
と
づ
く
め
の
提
案
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
は
消
費
者
が
う
け
る
被
害
に
は
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
こ
ま
る
の
で

あ
る
。周知
の
通
り
、
四
一
ニ

O
万
ト
ン
弱
の
食
用
小
麦
の
九
六
Mm
は
外
麦
で
あ
る
が
、
そ
の
外
麦
は
政
府
保
管
料
を
含
め
て
も
ト
ン
当
た
り
豆
万
円
弱
で

あ
る
。
か
り
に
五
万
円
と
し
て
も
、
そ
の
四
三

O
万
ト
ン
分
は
二
、
一
五

O
億
円
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
増
産
さ
れ
た
内
愛
九
十
四
万
四

千
ト
ン
を
削
っ
て
、
外
麦
を
三
百
三
十
五
万
六
千
ト
ン
と
す
る
と
、
外
麦
代
金
は
一
、
六
七
八
低
円
に
減
少
す
る
が
、
内
麦
代
金
が
そ
の
か
わ
り
、

一
、
九
六
五
億
円
に
ふ
く
れ
あ
が
る
。
従
っ
て
、
そ
の
合
計
金
額
は
三
、
六
回
三
億
円
と
な
る
。

こ
れ
を
外
変
だ
っ
た
ら
二
、
一
五

O
億
月
足
ら
ず
で
調
達
で
き
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
差
額
の
つ
四
九
三
億
円
が
内
麦
自
給
率
二

O
M目
標
達
成

の
ツ
ケ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
世
帯
数
を
三
、
一
二
三

O
万
世
帯
と
す
る
と
、
一
世
帯
当
た
り
四
、
四
八
三
円
の
損
害
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
共
産
党
は
こ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
の
税
金
で
絹
て
ん
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
税
金
で
補
て
ん
し
ょ
う
が
、
小
麦
粉
代
金
を
値
上
げ
し
て

受
益
者
負
担
に
し
よ
う
が
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
損
害
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
は
い
さ
さ
か
の
か
わ
り
も
な
い
己

右
の
批
判
に
対
し
八
月
一
二
日
付
の
『
毎
日
新
聞
』
の
同
じ
欄
で
、
日
本
共
産
党
の
雪
野
農
漁
民
部
長
は
「
食
糧
自
給
の
疑
念
に
お
答
え
」
と
し

て
、
「
安
達
氏
は
現
在
の
国
際
小
麦
価
格
を
前
提
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
試
算
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
価
格
も
い
ま
が

w
底
u

と
い
わ
れ
て
回
定

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
に
一
七
八
万
ト
ン
生
産
さ
れ
て
い
た
小
麦
が
、
五
十
年
に
は
二
四
万
ト
ン
、
自
給
率
四
%
に

ま
で
落
ち
こ
ん
だ
の
は
、
政
府
が
」
女
い
小
麦
u

を
輸
入
し
、
国
内
の
麦
作
を
つ
ぶ
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
ツ
ケ
を
払
う
の
に
、
ど
う
し
て

も
あ
る
程
度
の
投
資
は
必
要
で
す
。
・
:
:
:
:
『
提
言
』
は
、
こ
の
食
糧
の
増
産
に
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
も
、
国
の
予
算
の
う
ち
大
企
業
だ
け
の
補

助
金
、
軍
事
費
な
ど
の
む
だ
や
不
要
不
急
の
支
出
を
削
り
、
ま
た
、
不
当
に
減
免
さ
れ
て
い
る
大
企
業
に
対
す
る
税
の
是
正
で
二
兆
数
千
億
円
を
新

た
に
確
保
す
る
な
ど
、
国
の
財
政
の
民
主
化
に
よ
っ
て
ね
ん
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
消
費
者
の

n
損
害
u

に
つ
い
て
意
識
的
に
避
け

る
ど
こ
ろ
か
、
消
費
者
を
は
じ
め
、
一
般
国
民
の
負
担
を
ふ
や
さ
な
い
方
向
を
こ
そ
探
究
し
て
い
る
の
で
す
」
と
答
え
た
。
安
達
氏
は
、
自
民
党
政

権
の
も
と
で
の
財
政
・
農
政
を
前
提
と
し
て
考
え
、
雪
野
氏
は
、
閣
の
財
政
の
民
主
化
の
も
と
で
は
、
消
費
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
、
と
答
え
て
い

る
わ
け
で
、
こ
こ
に
も
米
価
問
題
、
麦
価
問
題
の
解
決
が
、
国
の
経
済
政
策
の
あ
り
方
と
直
結
し
て
お
り
、
日
本
の
国
家
権
力
の
性
格
の
問
題
に
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
、
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。
現
政
権
を
前
提
し
て
の
甘
い
提
言
が
無
意
味
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。



入

お

わ

り

五
二
年
一
月
一
日
現
在
の
総
農
家
数
は
、
農
林
省
の
八
月
一
一
日
の
発
表
に
よ
る
と
、
四
百
八
十
三
万
五
千
戸
で
、
こ
の
一
年
聞
に
一

-一
Mm
、
五
万
六
千
戸
減
少
し
た
。
こ
の
う
ち
専
業
農
家
は
六
十
四
万
三
千
戸
で
、
前
年
よ
り
二
%
、

一
万
六
千
戸
減
り
、
総
農
家
数
に

占
め
る
割
合
は
一
三
・
一
二
%
に
す
ぎ
な
い
。

他
方
兼
業
農
家
は
、
農
業
を
主
と
す
る
第
一
種
兼
業
が
九
十
二
万
七
千
戸
で
前
年
に
比
べ
七
Mm、
七
万
五
千
戸
減
り
、
兼
業
を
主
と
す

る
第
二
種
兼
業
は
三
百
三
十
六
万
五
千
戸
、
同
一
%
、
三
万
四
千
戸
増
え
て
い
る
。
結
局
、
農
家
の
九
割
弱
が
農
外
収
入
に
依
存
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

男
子
の
農
家
専
従
者
(
自
家
農
業
に
年
間
百
五
十
日
以
上
従
事
す
る
者
)
が
い
る
農
家
は
百
四
十
九
万
戸
で
前
年
よ
り
九
労
減
で
あ
り
、
総

農
家
戸
数
の
コ
二

Mm
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
五
十
九
歳
以
下
の
男
子
専
従
者
(
基
幹
男
子
農
業
専
従
者
)
の
い
る
農
家
は
総
農
家
数
の

二
四
Mm
の
百
十
五
万
八
千
戸
で
あ
り
、
こ
の
農
家
層
は
全
耕
地
の
五
一
労
を
占
め
、

わ
が
国
農
業
の
中
核
を
形
成
し
て
い
る
。

農
家
人
口
は
二
千
二
百
五
十
六
万
二
千
人
で
総
人
口
の
ニ
O
M
m
だ
が
、
前
年
に
比
べ
三
十
三
万
三
千
人
、
二
銘
の
減
で
あ
る
。
五
十
九

歳
以
下
の
各
年
齢
層
と
も
減
っ
て
い
る
中
で
、
六
十
五
歳
以
上
が
増
加
し
、
農
家
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
四
・
二
局
(
日
本
全
体
で
は
七

-九
Mm)
と
さ
ら
に
高
ま
っ
た
が
、
十
五
歳
以
下
の
人
口
は
四
百
七
十
六
万
人
で
四
十
年
代
に
比
べ
半
減
し
て
い
る
。

右
の
数
字
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

日
本
農
業
の
相
対
的
比
重
は
明
ら
か
に
低
下
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
国
の
資
本
主
義
的
発
展
に

と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
方
向
と
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
相
対
的
比
重
の
低
下
と
い
っ
て
も
、

そ
の
意
味
は
複
雑
で
あ
る
。
農
業
生
産
力

は
明
ら
か
に
戦
前
を
凌
駕
し
て
お
り
、
農
家
の
一
般
的
生
活
水
準
も
向
上
し
て
い
る
。
機
械
化
に
い
た
っ
て
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

昏
迷
の
米
価
問
題

四
五



昏
迷
の
米
価
問
題

四
六

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
農
業
は
斜
陽
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
究
極
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
は
、
米
価
問
題
を
昏
迷
さ
せ
て
い
る
も
の

が
何
で
あ
る
か
を
知
る
と
き
、
自
ら
解
明
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕
農
林
省
は
本
稿
校
正
中
の
十
月
に
新
生
産
調
整
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
五
三
年
度
か
ら
五
五
年
度
ま
で
に
四

O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
ほ
ぼ
滋
賀
県
の
面
積
)

の
水
田
を
転
作
さ
せ
、
現
在
の
水
田
面
積
の
一
四
%
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
方
針
が
日
本
農
業
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り
、
農
民
の
自
民
党
離
れ
が
進
行
す
る
ζ

と
は
間
違
い
な
い
。
野

党
、
農
協
、
農
民
団
体
の
対
応
策
に
も
注
目
し
た
い
。




